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一　般
2 大管長会メッセージ――一つとなりなさい　ヘンリー・B・アイリング管長

16 熱心に学ぶ力　ジェイ・E・ジェンセン長老
21 黒板，教えるための道具　ロブ・ジョーンズ
25 家庭訪問メッセージ――

イエス・キリストの福音は，神の子供たちの持つ永遠の可能性について教えている
26 末日聖徒の声

あきらめませんでした　カルロス・A・デル・ロンゴ
家族歴史の思い出　スティーブン・C・ヤング
フィンランドでの探求　ジュディス・アン・ラウルネン・マクニール
母の日記　エドナ・F・チャンドラー

36 モルモン書からの教訓――主に目を向ける　メアリー・N・クック
39 祝福を与えてくれた初等協会の歌　ジェニファー・A・リン
42 自分の役割を果たすなら，後は神様がしてくださるのよ　

ジェニー・ピデリト・デ・ラ・マサ
48 読者からの便り

以下の提案は，家庭だけではなくク
ラスでのレッスンにおいて
も役立てることができま
す。皆さんの家庭やクラス
に合わせて変更を加えても
よいでしょう。
「知識を求めながら信
仰を強める」10ページ
――家庭の夕べで食べ
るごちそうを作りながら，この記事につ
いて学びます。ごちそうを作るのに使
う食材を家族に一つずつ割り当てま
す。それぞれの食材が大切であるとい
うこと，また，一つ一つが料理をおいし
くするだけでなく，なくてはならないとい
うことについて話し合います。料理をし

ながら，記事にある5つの原則の一
つ一つがどのように重要で，わたした
ちの生活を向上させてくれるかに
ついて話し合いましょう。
「熱心に学ぶ力」16ペー
ジ――ジェイ・E・ジェンセン
長老がボイド・K・パッ
カー会長から学んだ，
4つのポイントを読みま

す。より良い学習者になるうえで，
それぞれのポイントをどのように

役立てることができるかを話し合い
ましょう。より良い学習者になるため
に，これらのポイントを生かして何か
を実践するという目標を立てるよう家
族に勧めます。
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15 ポスター――どちらの陣営で戦いますか。
24 ジョセフの教え――啓示と生ける預言者
31 教えに教え――マタイ5：14－16
32 ローマに入りては……これらのローマ人に従え　

ジェニファー・マディー
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表紙
表紙――
写真加工／ジェリー・ガーンズ

裏表紙――
写真加工／
スティーブ・バンダーソン。
本の写真／
ウェルデン・C・アンダーセン

「フレンド」表紙
絵／ジム・マドセン

背景／©COMSTOCK.COM

今月号に採り上げられているテーマ

初等協会，39，42
試練，36，F6
神殿，32
スミス，ジョセフ，24，F6
成長するわたし，8
聖霊，2，16
選択，10，15
選択の自由，15
知識，10，16
伝道活動，32，42
日記，29
扶助協会，25
ホームティーチング，2
模範，31
モルモン書，10，36，44
勇気，36
預言者，10，24，F8
霊感，16，F2

Fは「フレンド」の略
愛，2，F12
証
あかし

，39，44
贖
あがな

い，2，10
イエス・キリスト，2，31
一致，2
祈り，16，F4，F10，F11
教えること，1，8，21
音楽，39
学習，16，21，F8
家族，2，25，44，F10，
F12，F14

家族歴史，26，27，28，29
可能性，25
悔い改め，10
啓示，24
黒板，21
山上の垂訓，31
祝福，F4

数字は記事の最初のページを表します。
「兄と子犬」F12ページ――家族の
一人一人に子犬の写真を渡します。
犬がだれに忠実であったか，それは
なぜかを考えるように言ってから，記
事にある犬の話を読みます。家族同
士で忠実であるための方法について
話し合います。これからの1週間で，
家族のだれかが親切なことをしたら，
だれが親切なことをしたかが分かる
よう，配っておいた子犬の写真をその
場所にはります。家庭の夕べで，どん
な親切な行いがあったかを振り返り
ましょう。

「世代から世代へ」44ページ――紙
に次の聖句を一つずつ書き，入れ物
の中に入れます。1ニーファイ 8：
12－18；1ニーファイ10：17；1ニー
ファイ15：6－11；モーサヤ17：1－
4；モーサヤ18：1－3。入れ物を家
族に回し，1枚ずつ取り出して，聖句
を声に出して読んでもらいます。すべ
ての聖句を読み終えるまで続けます。
これらの聖句に共通する事柄は何か
尋ねます。福音を世代から世代へと
伝えることの大切さについて話し合
います。
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世の救い主イエス・キリストは，主の教
会に属する人々にこう言われました。
「一つとなりなさい。もしもあなたが

たが一つでなければ，あなたがたはわたしの
ものではない。」（教義と聖約38：27）男女が
創造されたとき，結婚によって一つとなることが，
ただ神が望まれたこととしてではなく，戒めとし
て与えられました。「それで人はその父と母を
離れて，妻と結び合い，一体となるのである。」
（創世2：24）天の御父はわたしたちが心を一
つにするように望んでおられます。この愛にお
ける一致は，単なる理想ではありません。必要
不可欠なものなのです。
一つになりなさいという要求は，この世だけ
のものではありません。終わりがないのです。
最初の結婚は，アダムとエバがエデンの園で死
の支配を受けていなかったときに，神によって
行われました。神は創世の初めから，男女が
夫婦として結び合い，義にかなった完全な一致
の中で永遠の家族になりたいと望むようにされ
ました。また，神の子供たちが，すべての人と
平和に暮らしたいと願うようにされました。
しかし堕落によって，一致した生活が簡単で

はないことが明らかになり，間もなく悲劇が起

こりました。カインが弟のアベルを殺したので
す。アダムとエバの子供たちは，サタンの誘惑
を受けるようになりました。サタンは憎しみを
もって巧妙に目的を達しようとします。サタンの
目的は天の御父と救い主の目的とは正反対で
す。神は完全な一致と永遠の幸福を与えてくだ
さいます。神とわたしたちの敵であるサタンは，
創世の以前から救いの計画を知っていました。
永遠の命だけが神聖で喜びにあふれた家族関
係を永続させることも知っていました。サタン
は家族を引き裂いて，惨めな状態にしようとし
ます。人の心に不和の種をまいて，分裂を起こ
させようとするのはサタンなのです。
だれでもある程度，一致と分裂の両方を経
験しています。家庭や，あるいはほかの場所で，
人のために自分のことを後回しにする愛と犠牲
の精神を目にすることがあります。まただれで
も，ある程度の仲たがいや孤独の悲しみや寂
しさを知っています。どちらを選ぶべきか助言
は要りません。分かっているからです。しかし
わたしたちは，この世で一つとなれるように，そ
して来るべき世でも永遠に一致した関係を持
つにふさわしくなれるように，願い求める必要
があります。また，何をするべきか知るために，
この偉大な祝福がどのようにしてもたらされる
か理解する必要があるのです。

わたしたちは，
この世で
一つとなれるように，
そして来るべき世でも
永遠に一致した関係を
持つにふさわしく
なれるように，
願い求める必要が
あります。
また，何をするべきか
知るために，
この偉大な祝福が
どのようにして
もたらされるか
理解する必要が
あるのです。

大管長会第一顧問

ヘ ン リ ー・ B ・ア イ リ ン グ 管 長

一つとなりなさい
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大 管 長 会 メ ッ セ ー ジ





性質は変わる
世の救い主は，一つになることと，
そのために自分を変える方法について話され
ました。この世を去る前に，使徒との最後の集
まりで祈りをささげ，その中ではっきり教えられ
たのです。その神聖で美しい祈りは，ヨハ
ネの福音書に記録されています。すべて
の人が永遠の命を得られるように，恐ろ
しい犠牲を払う時が近づいていました。
主はまさに，御自身が聖任し，愛し，教会
を導く鍵

かぎ

を託した使徒たちのもとを離れ
ようとしておられました。そこで主が天の御父
に，完全な御子が完全な御父に，祈られたの
です。その言葉から，家族が一つとなり，救い
主とその僕

しもべ

に従うすべての天の御父の子供た
ちが一つとなる方法が分かります。
「あなたがわたしを世につかわされたよう
に，わたしも彼らを世につかわしました。
また彼らが真理によって聖別されるように，
彼らのためわたし自身を聖別いたします。
わたしは彼らのためばかりではなく，彼らの
言葉を聞いてわたしを信じている人々のため
にも，お願いいたします。
父よ，それは，あなたがわたしのうちにおら
れ，わたしがあなたのうちにいるように，みん
なの者が一つとなるためであります。すなわち，
彼らをもわたしたちのうちにおらせるためであ
り，それによって，あなたがわたしをおつかわ
しになったことを，世が信じるようになるためで
あります。」（ヨハネ17：18－21）
このわずかな言葉の中で，主はイエス・キリ
ストの福音がいかに人々の心を一つにするか
明らかにされました。主の教えられた真理を
信じる人々は，権能を持つ僕から儀式と聖約
を受けることができます。そして，儀式と聖約
に対する従順を通して，自らの性質が変わるの
です。このように救い主の贖

あがな

いによって，わた
したちは聖別されます。わたしたちは，ぜひと
も一致した生活を送るべきですが，このような
過程を通してそれが可能になるのです。そして，
この世では平和を得て，永遠の世では御父と

御子とともに住めることでしょう。
当時の使徒や預言者たちの務めは，今

こん

日
にち

と
同じように，アダムとエバの子孫をイエス・キリス
トを信じる信仰の一致に至らせることでした。
彼らが教えたことも，わたしたちが教えること
も，その究極の目的は家族が一つになること，
すなわち夫，妻，子供，孫，先祖，そしてついに
は，一致の道を選択するアダムとエバのすべて
の家族が一つになることです。
皆さんも覚えているように，救い主は，使徒
たちが「真理によって聖別されるように，彼ら
のためわたし自身を聖別いたします」と祈られ
ました（ヨハネ17：19）。聖霊は聖別する御方
です。聖霊を伴

はん

侶
りょ

にできるのは，主が預言者
ジョセフ・スミスを通してメルキゼデク神権を回
復されたからです。神権の鍵は今地上にあり
ます。その力によって，わたしたちは聖約を結
び，聖霊を常に伴侶とすることができるのです。
御
み

霊
たま

があれば，わたしたちに一致がもたらさ
れるでしょう。御霊はわたしたちの心に真理の
証
あかし

を告げて，その証を共有する人々を一つに
します。神の御霊は決して争いを起こしません
（3ニーファイ11：29参照）。また，不和のもとに
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なる差別感情をもたらしません。1 注意して御霊に従うなら，
平安と一体感が生まれます。心が一つになるのです。一致し
た家族，一致した教会，平和な世界は，心の一致により生み
出されるのです。

聖霊を伴侶とする
子供も，聖霊を伴侶にするために何をするべきか理解でき
ます。聖

せい

餐
さん

の祈りが教えています。聖餐会に出席して毎週聞
く祈りです。この神聖なひとときに，わたしたちはバプテスマ
で交わした聖約を新たにします。すると主は，教会員に確認
されたときの，聖霊を受けるという約束を思い起こさせてくだ
さいます。聖餐の祈りにこうあります。「進んで御子の御

み

名
な

を
受け，いつも御子を覚え，御子が与えてくださった戒めを守
〔り〕……，いつも御子の御霊を受けられるように……。」（教義
と聖約20：77）
わたしたちはこの聖約を守ることによって御霊を受けるこ

とができます。第1に，主の名を受けると約束します。すなわ
ち，自分を主のものと見なすのです。生活の中で主を最優先
します。自分の望みや，世の中が望ましいと教えることではな
く，主が望まれることを求めるのです。この世の事柄を何よ
りも先に愛しているかぎり，平
安はありません。家族や国家が
物質的なものによって快適な生
活を得ることを理想としても，
結局は分裂に終わってしまいま
す。2 しかし，主が望んでおら
れることを互いに行うことを理
想とするならば，これは主の名
を受けた人の自然な行為です
が，やがてわたしたちは地上に
おける天国のような霊的な状態
に達することができるでしょう。
第2に，いつも主を覚えると
約束します。わたしたちは主の名によって祈
る度に主を覚えます。特に頻繁にしなければ
ならないことですが，わたしたちは赦

ゆる

しを
求めるときに主を覚えるのです。こ
のとき，悔い改めと赦しを可能に
した主の犠牲を思い起こすので
す。また嘆願するとき，天の御父
との仲保者である主を思います。

そして，赦しや平安がもたらされたとき，主の忍耐と永遠の愛
を心に刻むのです。このように主を覚えるとき，わたしたちの
心は愛で満たされます。
わたしたちはまた，家族で祈るときや聖文を読むときに，

主を覚えるという約束を果たします。朝食のテーブルを囲ん
だ家族の祈りで，その日に試験や人前での発表を控えた子供
のために，そのきょうだいが祝福を求めることができます。そ
して祈りがかなうと，祝
福された子供は朝感じ
た愛と，その御名により
祈りがささげられた，弁
護者である主の優しさ
を忘れないでしょう。心
が愛で結ばれるのです。
主を覚えるという聖約

は，家族で聖文を読むと
きにも守っています。聖
文は主イエス・キリストを
証
あかし

しています。それが現
在も過去も，常に預言者たちのメッセージだからです。子供
はたとえ書かれている言葉を覚えていなくても，聖文の真の
著者イエス・キリストのことは忘れないでしょう。
第3に，聖餐を取るとき，すべての戒めを守ると約束します。

大管長会顧問であったJ・ルーベン・クラーク・ジュニア管長
（1871－1961年）は，総大会の説教で何度となく一致を呼び
かけ，何に従うかを自分の好みで決めてしまうことについて，
次のように警告しました。「主は無駄なものや不必要なもの
は何一つ与えておられません。主は聖文を，わたしたちが救
いを得るためになすべきことで満たされました。」

クラーク管長はさらにこう続けています。「聖
餐を取るとき，わたしたちは主の戒めを従
順に守ると聖約します。これに例外はあ
りません。どの戒めの方がより大切だ
といった区別や違いもありません。」3

クラーク管長は，悔い改めるのはたった
一つの罪でなく，すべての罪であるのと同
じように，わたしたちはすべての戒めを守る
ことを聖約すると教えています。難しそうに聞
こえますが，簡潔です。ただ救い主の権能

に従い，主が命じられることすべて
に従順であると約束します
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（モーサヤ3：19参照）。家族として，教会として，天の御父の
子供として，わたしたちを一つにしてくれるイエス・キリストの
権能に従うのです。
主は預言者を通して，謙

けん

遜
そん

な僕に権能を授けられます。す
ると，信仰を示すことにより，ホームティーチャーや訪問教師
といった召しが主の務めになるのです。主の指示により，主
に代わって行きます。天の力を受けた普通の男性と10代の
後輩同僚が家庭を訪れ，家族が一致して，かたくなになるこ
とや偽り，陰口，悪口がないようにします（教義と聖約20：54
参照）。主がこれらの僕を召されるという信仰があれば，不
完全な彼らから改善点を指摘されたとしても，彼らの弱い部
分が気にならなくなるでしょう。人間としての弱点よりも，善意
がはっきりと見えてくるでしょう。怒る気持ちよりも，その人た
ちを召してくださった主への感謝の気持ちがわき上がってく
るのです。

一致を妨げるもの
戒めの中には，守らないと一致が乱れてしまうものがありま
す。何を話すか，また相手の言葉にどう対処するかについて
の戒めです。人を悪く言ってはなりません。互いの良い点を
見て，できるだけ良いことを話すのです。4

同時に，神聖なものを軽視する人に対しては，自分は同じ
ような態度を執らないということを示さなければなりません。
神聖なものへの侮辱の結果として，御霊を遠ざけ，争いや混
乱が確かに起こるからです。スペンサー・W・キンボール大
管長（1895－1985年）は，争うことなく自分の意思をきちんと
伝える方法を教えています。病院のストレッチャーで運ばれ
ていたとき，何かに腹を立てた付き添いの人が主の名をみだ
りに口にするのを聞いてこう言ったのです。
「お願いです。やめてください。あなたがののしっているの
はわたしの主の御名なのです。」
辺りは静まり返りました。そして押し殺したようなささやき

声が聞こえました。「すみません。」5 霊感と愛にあふれた叱
責により，一致をもたらすことができます。しかし，聖霊に導
かれたときに行わないと，争いを招くことになるでしょう。
一つとなるためには，感情のコントロールについて守るべ

き戒めがあります。わたしたちは，傷つけられても，相手を
赦し，決して悪意を抱いてはならないのです。救い主は十字
架の上で模範を示されました。「父よ，彼らをおゆるしくださ
い。彼らは何をしているのか，わからずにいるのです。」（ル
カ23：34）傷つける人がどのような気持ちでそうしているの

かは，わたしたちには分かりません。また自分の怒りや心の
痛みの原因が何であるか，そのすべてを知っているわけでも
ありません。使徒パウロは，自分自身を含め，世の不完全な
人 を々どのように愛するかを教えています。「愛は寛容であり，
愛は情

なさけ

深い。また，ねたむことをしない。愛は高ぶらない，
誇らない，不作法をしない，自分の利益を求めない，いらだ
たない，恨みをいだかない。」（1コリント13：4－5）それから
パウロは，自分の過ちを忘れて人の過ちを責めることに対し
て重大な警告を与えています。「わたしたちは，今は，鏡に映
して見るようにおぼろげに見ている。しかしその時には，顔
と顔とを合わせて，見るであろう。わたしの知るところは，今

6

ホ ー ム テ ィ ー チ ャ ー へ の 提 案

このメッセージをよく祈って研究した後，あなたがたが教える
人々 の参加を促すような方法を用いて分かち合ってください。幾
つかの例を以下に紹介します。
1．別々の紙に，毎週聖

せい

餐
さん

を取るときにする3つの約束を書く。
1枚ずつ手に取って見せ，書かれている約束の意味について，また
どのようにその約束を果たすことができるかを話し合う。
2．訪問の前に，ハートの形の紙を3つに切り分け，それぞれに

「変わる」「伴侶」「信仰」と書いておく。最初に，わたしたちは一致し，
心を一つにしなくてはならないと伝える。次に，「変わる」の紙片を
テーブルなどの上に置き，わたしたちの性質を変えるという言葉
を通してアイリング管長が伝えたいことを読むか，または説明する。
家族に「変わる」ことの例を挙げてもらう。ほかの二つの紙片につ
いても同じことを繰り返す。ハートの形が出来上がったら，家族が
心を一つにするにはどうすればよいか尋ねる。
3．冒頭から「性質は変わる」の最後までを抜粋して読むか，また

は家族に読んでもらう。それぞれが違う人間である家族が，どのよ
うに一つになることができるか話す。1本の糸は簡単に切れるが，
多くの糸をよると強くなることを実演する。家族は一致すると強
くなることを強調する。



は一部分にすぎない。しかしその時には，わ
たしが完全に知られているように，完全に知る
であろう。」（1コリント13：12）
聖餐の祈りが毎週思い起こさせてくれるよう

に，一致の賜
たま

物
もの

はイエス・キリストの福音の律法
と儀式に従うことによってもたらされます。主
の名を受け，いつも主を覚え，すべての戒めに
従うという聖約を守るとき，主の御霊を伴侶と
して受けるのです。それによって心は和らぎ，
わたしたちは一つとなります。しかし，この約
束には二つの警告があります。
まず，聖霊は，わたしたちが清い状態で，こ
の世のものに執着していないときにしか一緒に
いてくださいません。わたしたちを汚す選択は，
聖霊を追い出します。御霊は，この世のことよ
り主を選ぶ人にしか宿らないのです。「清くあ
れ」（3ニーファイ20：41；教義と聖約38：42），
また「心を尽くし，勢力と思いと力を尽くして」
主なる神を愛しなさい（教義と聖約59：5）。こ
れらは提案ではなく，戒めです。御霊を伴侶と
するうえで欠かせません。御霊なしに一つにな
ることはできないのです。
もう一つの警告は，高慢です。御霊によって

心の和らいだ家族や人々が一つになると，大き
な力がもたらされます。やがてその力によって
世の中から評価されるようになります。賞賛を
受けたり，うらやましがられたりすると，わたし
たちは高慢になるかもしれません。高慢は御
霊を妨げます。しかし不一致の源である高慢
を防ぐ方法があります。それは，神が与えてく
ださる恵みを，主の愛のしるしとしてだけでな
く，周囲の人と行うさらに大いなる奉仕の機会
としてとらえることです。夫婦は似ている点か
らお互いを理解し，異なる点から補い合って，
互いや周囲の人に奉仕していくことで，一致で
きるようになります。同じようにして，わたした
ちは，教会の教義を受け入れなくても，わたし
たちと同じように天の御父の子供たちを祝福し
たいと願う人 と々一致することができます。
わたしたちは「平和をつくり出す人」になって，
祝福された神の子と呼ばれるにふさわしくなれ
るのです（マタイ5：9参照）。
父なる神は生きておられます。御子イエス・
キリストは教会の頭であられます。それを受け
入れるすべての人に，主は平和の旗を下さいま
す。わたしたち皆がその旗を掲げるのにふさ
わしく生活できますように。■

注
1．ジョセフ・F・スミス，Gospel Doctrine（1939年），第5巻，
131参照

2．ハロルド・B・リー，Stand Ye in Holy Places（1974年），
97参照

3．Conference Report，1955年4月，10－11
4．デビッド・O・マッケイ，Conference Report，1967年10月，
7－8参照

5．『歴代大管長の教え――スペンサー・W・
キンボール』157

わたしたちは，
傷つけられても，
相手を赦

ゆる

し，
決して悪意を抱いては
ならないのです。
救い主は十字架の上で
模範を示されました。
「父よ，
彼らをおゆるしください。
彼らは何をしているのか，
わからずに
いるのです。」
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ガーナのヌサワムはにぎやかな田舎町です。パンの
町として知られています。道端で，あるいは頭の上
に載せた皿をぐらぐらさせながら，たくさんの人が

パンを売っているからです。アサマンケセ地方部ジャンクロム
支部の若い女性，プリンセラ・ジャンクはこの町に住んでいま
す。9歳でバプテスマを受けました。プリンセラと双子の兄弟
プリンス，そして家族全員が末日聖徒イエス・キリスト教会の
活発な会員です。
プリンセラが『成長するわたし』のプロジェクトとして何をし
ようかを決めるのに，遠くまで題材を探しに行く必要はあり
ませんでした。プリンセラの集う支部に，トンプソン姉妹とい
う人道支援宣教師がいます。彼女は町の大人に英語を教え
るのにとても苦労していました。ヌサワムに住むほとんどの
人は英語をまったく話しません。トンプソン姉妹も地元の方
言であるトゥイ語を話さないので，生徒とうまくコミュニケー
ションが取れなかったのです。
そこでプリンセラの登場です。彼女は学校で英語を学ん

だほか，トゥイ語をはじめとする，この地方の4つの方言がで
きるのです。彼女ほどの適任者はいません。だれとでも話す
ことができるのですから。
プリンセラはこう語っています。「『知識』の徳質の体験とプ
ロジェクトのところを読んでいたとき，読み書きクラスの手伝
いをしてみてはどうかと思いました。最初は，父や母くらいの

大人の前で英語を教えるなんて，とてもできないと感じまし
た。最初の1週目と2週目は大変でした。大人の人たちはわ
たしにばかにされていると感じたからです。それで，なぜ自
分がこうして教えることになったかを説明しました。」すると，
ぎくしゃくした空気が消え，10代の先生と大人の生徒たちの
関係はずっと良くなりました。
プロジェクトを終えたとき，プリンセラは教えるのをやめよう
かどうか迷いましたが，続ける決心をしました。こう話していま
す。「読み書きクラスはとてもおもしろいです。絶対にやめたく
ないです。」人に仕えることは神に仕えることでもあると心に
刻みながら，プリンセラは引き続き愛をもって奉仕しました。
その後，「若い女性表彰」を受けた彼女はこう話しています。

「若い女性のプログラムのおかげで教会への証
あかし

が強くなりま
した。ジョセフ・スミスが神から召されたことと，教会が真実
であることを知っています。トーマス・S・モンソン大管長が生
ける預言者であり，教会全体のために啓示を受けていること
を知っています。教会の教義と原則がすべて正しいことを
知っています。」
プリンセラはもう若い女性の年代ではありませんが，今も

若い女性の組織に属しています。支部の若い女性会長会の
書記に召されたのです。
21歳で伝道に出て，証を伝え，若い女性のころから行って

いる奉仕を続けることが彼女の目標です。■
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教会の教義において，信仰を持つこと
と知識を求めることは矛盾しません。
相反することなく，互いを補っている

のです。わたしの言う信仰とは，主イエス・キ
リストを信じる信仰のことです。
信仰にも知識にも，同じだけの努力と熱意
を注ぐことが求められます。知識，スポーツ，
趣味，お金，娯楽などに全力を注ぎ込みなが
ら，信仰を生活の中心とすることはできません。
熱心に知識を求めると同時に，主イエス・キ
リストを信じる信仰を生活の中心とするうえで
欠かせないとわたしが考える，5つの原則を紹
介しましょう。

1．すべての事物には確かに反対のものがあるこ
とを理解してください。皆さんが何を選ぶかは
きわめて大切です。
若い皆さんは，実に多くの選択肢に囲まれて
います。その中には，人生で最も大切な選び
も含まれています。皆さんの行う選択は，皆さ
んの将来と幸せに大きな影響を与えるのです。
間もなく世を去ろうとしていた預言者リーハ
イはこのように教えました。「それは，すべての
事物には反対のものがなければならないから
である。」（2ニーファイ2：11）
そして，こう続けています。「そのため，人は
肉においては自由であり，人のために必要な

ものはすべて与えられる。そして人は，すべて
の人の偉大な仲保者を通じて自由と永遠の命
を選ぶことも，あるいは悪魔の束縛と力に応じ
て束縛と死を選ぶことも自由である。悪魔は，
すべての人が自分のように惨めになることを求
めているからである。」（2ニーファイ2：27）
救いの計画をめぐり，天で戦いがあったこと
をわたしたちは知っています。ですから，この
最後の神権時代に教えられている福音の原則
が，激しい敵意を持つ者によって攻撃されてい
ても，何ら不思議はありません。
ゴードン・B・ヒンクレー大管長（1910－2008
年）は皆さんにこう約束しました。「皆さんは大
人の生活を始めようとしています。皆さん〔は〕
学校や結婚について悩んでいるでしょう。ほか
にもいろいろな悩みがあるでしょう。わたしは
皆さんにお約束します。もし皆さんが主の戒め
に従って主の道を歩むならば，神は皆さんを
お見捨てになることはありません。」1

2．証
あかし

を強め，証を土台とした選択をしてください。
大切な決定や選択をするときはいつも，イエ
ス・キリストについての証，そして預言者ジョセ
フ・スミスを通して回復された主の福音への証
を土台として選んでください。この証を築くに
当たり，モルモン書は欠かすことができません。
15歳のとき，わたしはモルモン書，ジョセフ・

10

熱心に知識を
求めると同時に，
主イエス・キリストを
信じる信仰を
生活の中心とするうえで
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5つの原則を
紹介しましょう。
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12

大切な決定や
選択をするときは
いつも，

イエス・キリストについて
の証
あかし

，そして
預言者ジョセフ・スミスを
通して回復された
主の福音への証を
土台として
選んでください。
この証を築くに当たり，
モルモン書は
欠かすことができません。

スミス，救い主に対する証を持つことの大切さ，
また，その証がわたしたちの選択に与える影
響を実感しました。
兄のジョーは20歳でした。朝鮮戦争の最中
で，ワードからは一人の若い男性しか伝道に出
られないことになっていました。残りの兄弟た
ちは徴兵に備えて待機しなければならなかっ
たのです。その年の初めに，ワードから一人若
い男性が伝道に出ていました。9月が誕生日
だった兄は，伝道に出る機会はないだろうと
思っていました。
ステーク会長から兄に電話がありました。
だれも伝道に出ていないワードがあり，兄は伝
道に出られるかもしれないと言われました。

当時，宣教師は20歳で召されていました。兄
は医学部に願書を出したばかりで，成績も優
秀でした。教会に熱心に通っていなかった父
は，兄のために学費を用意していて，ステーク
会長からそのような電話があったと聞いて
がっかりしました。父はジョーに伝道をあきら
めるように勧め，医学部に入る方がもっと多く
の人を助けられると言って入学を促しました。
わたしたち家族にとって，これは大きな問題
でした。その晩，兄とわたしは，どちらを選ぶ
かについて話し合いました。兄の方が5つ年
上でしたので，兄が中心になって考えました。
二人で考え抜いた末に，次のような結論に至り
ました。つまり，もしイエス・キリストが偉大で



あっても，神の御子であられなかったなら，もしジョセフ・スミ
スがすばらしい教師であっても，預言者でなかったなら，そ
してモルモン書にすばらしい勧告が載っていたとしても，神
の言葉でなかったなら，正しいのは父の方であり，医学部に
行くべきだ。しかし，もしイエス・キリストが神の御子であられ，
ジョセフ・スミスが預言者であり，モルモン書が神の言葉であ
るなら，召しを受けて福音を宣

の

べ伝える方が重要である。
その晩わたしは，かつてないほどこれらの質問の答えを知

りたいと思いました。イエス・キリストが神の御子であられる
ことは，以前からずっと信じていました。ジョセフ・スミスやモ
ルモン書も信じていましたが，主からの確認を得たかったの
です。その晩祈っていると，御

み

霊
たま

が救い主について，またモ
ルモン書が真実であること，ジョセフ・スミスが預言者であっ
たことを，わたしの魂に証してくれました。兄も同じ証を得て，
伝道に出るという選択をしました。また，伝道を終えた兄は
医学部に入ることができました。そしてわたしが20歳になる
と，父は喜んで伝道に出してくれたのです。

3．熱心に，賢く，謙
けん

遜
そん

に知識を求めましょう。
信仰と知識の両方を求めるには，常に謙遜である必要が

あります。ヤコブは教えています。
「おお，悪しき者のあの狡

こう

猾
かつ

な策謀よ。おお，人の虚栄と
意志の弱さと愚かしさよ。人は学識があると自分は賢いと思
い，神の勧告に聞き従わない。そして自分独りで分かると
思って神の勧告を無視する……。
しかし，神の勧告に聞き従うならば，学識のあるのはよい
ことである。」（2ニーファイ9：28－29）
知識を求めるときに謙遜であるべき理由の一つは，知識

のほとんどは，将来変わってしまう可能性があるからです。
先ほど話したように，兄のジョーは医師です。今は70代です
が，専門分野の免許更新試験をこれまで6回受けています。
ジョーが笑いながら，試験問題は35年前と同じなのに，答え
は変わり続けていると教えてくれました。例えば，35年前の
典型的な選択問題に「消化性潰

かい

瘍
よう

のおもな原因は何か」とい
うのがあるとします。当時の回答はストレスに関連したもので
した。同じ問題に対する今

こん

日
にち

の回答は，胃の組織に生息し増
殖するバクテリアに起因するとなります。質問の内容は変わ
らなくても，回答の多くは変わっています。これが当てはまる
知識分野は医学だけではありません。

知識を得ようとする皆さんのやる気をなくさせるつもりで，
この例を挙げたわけではありません。知識は必要不可欠で
す。あらゆる分野に関する知識は重要です。わたしたちは，
情報技術が革命的に進歩しているこの時代に生きていて，特
に幸運であると言えるでしょう。
昔も今も，知識は重要です。今日，目を見張るような技術が
これから花開こうとしています。技術革命は，間違いなく教会
や人類にとって大きな利益をもたらすでしょう。知識は，新し
いものも古いものも大切なのです。

4．預言者の勧告に従いながら選びましょう。
世界指導者訓練集会でヒンクレー大管長はこう語りました。
「言うまでもないことですが，現在，世界は歴史上きわめて
困難な時期を迎えています。至る所で道徳的標準が低下し
ています。神聖な事柄がないがしろにされてしまっています。
……ソドムとゴモラの時代がはたして現在よりも悲惨だった
かどうか，わたしには分かりません。……天の御父は御自身
の息子や娘が道をそれていくのを天から御覧になり，悲しん
でおられることでしょう。」
次の言葉には，前向きな姿勢でわたしたちを導いたヒンク

レー大管長の持つ特質がよく表れています。
「あきらめてはなりません。くじけてはなりません。悪の力
に屈してはなりません。……それが，独りで踏ん張って立つ
ことを意味するなら，わたしたちはそうしなければなりません。
しかし，わたしたちは独りきりではありません。」2

預言者は，この時代に生きるわたしたちだけに語っている
のではありません。わたしたちと子孫が将来，そして永遠に
わたって祝福を受けられるよう勧告を与えているのです。
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預言者に従うなら，何の不安もなく将来に目
を向けることができます。

5．贖
あがな

いの効力が余すところなく人生に及ぶよう
に生きましょう。
悪い選択を正当化しても何の効果もありま
せんが，悔い改めには大きな効果があります。
悔い改める人は，贖いによって特に祝福されま
す。贖いがなければ，正義という永遠の原則
が罰を要求します（アルマ42：14参照）。贖い
のおかげで，悔い改める人には憐

あわ

れみがもた
らされ，神のもとに戻ることができるようになり

ます（アルマ42：15参照）。
わたしが贖いの意義について理解し始めた
のは，祖父が亡くなるときでした。法科大学院
を卒業後，カリフォルニア州の司法試験に向け
て勉強していたとき，母から電話があり，祖父
が亡くなる前に会いたければ，すぐにユタに来
るようにと言われました。86歳だった祖父の容
体はかなり悪くなっていました。祖父はうれし
そうにわたしを迎えて，証を伝えてくれました。
祖父は3つのことを気にかけていました。
1．祖父は10人の子供をとても愛していまし

た。皆，善良です。祖父は一人一人が神殿に
入るにふさわしくあるようにと望んでいました。
2．祖父の父親は，マーティン手車隊の人 を々
背負ってスイートウォーター川を渡った青年の
一人でした。祖父が3歳のときに亡くなってい
たので，父親に会えることを楽しみにしていま
した。そして父親やほかの家族に，自分が正
しい人生を送ったと言ってもらえるよう願って
いました。
3．最後に，そして何よりも大切なことに，祖
父はわたしに，救い主にまみえることをどれほ
ど楽しみにしているかを話してくれました。祖
父は，ニーファイ第二書第9章41節にあるよう
に，救い主を「門を守る者」と呼んでいました。
そして，自身の悔い改めが，救い主の憐れみを
受けるのに十分であるよう願っていました。
すべての人は罪を犯します。贖い以外に，

憐れみを受けて神とともに住む方法はありませ
ん。祖父が救い主をどれほど愛していたか，そ
して贖いにどれほど感謝していたか，わたしは
今でもよく覚えています。
救い主が神の御子であられ，贖いが現実の
ものであるというわたし自身の証を伝えます。
皆さんが，目の前にある大切な事柄についてど
のような選択をするか，祈りを込めて考えるよ
う願っています。■

2006年3月14日，ブリガム・ヤング大学アイダホ校で行われた
ディボーショナルから

注
1．「若人への預言者の勧告と祈り」『リアホナ』2001年4月
号，30

2．「力強く確固として立つ」『世界指導者訓練集会』2004年
1月10日，20
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最も賢い決断は，正しい側を選ぶこと。
（モーサヤ5：10参照）



教義と聖約の中で主はこのように勧告
しておられます。「それゆえ，今や人
は皆，……学び，……まったく勤勉に」

学ぶようにしなさい。なぜなら，学ばない者は，
「……ふさわしい者と見なされない」からです。
（教義と聖約107：99－100）
聖文には，学ぶことに関する聖句が144あり
ます。その幾つかについて考えてみましょう。
「〔御子〕は，……さまざまの苦しみによって従
順を学び，」（ヘブル5：8）
「忘れずに若いうちに知恵を得なさい。まこ
とに，神の戒めを守ることを若いうちに習慣と
しなさい。」（アルマ37：35）
「わたしたちよりも，あなたがたがもっと賢く

〔なりなさい。〕」（モルモン9：31）
「わたしに学び，わたしの言葉を聴きなさい。」

（教義と聖約19：23）
「研究によって，また信仰によって学問を求め
なさい。」（教義と聖約88：118）
「研究して学び，すべての良い書物に通じ，ま
たもろもろの言語と国語と民族に通じるように
しなければならない。」（教義と聖約90：15）
「知恵を得て真理を見いだそうと熱心に努め
〔なさい。〕」（教義と聖約97：1）
天からの訓戒としてこのような勧告が与えら
れていることを考慮すると，わたしたちは，どの
ように福音を学ぶべきか熱心に考えなければ
なりません。福音を学ぶには，注意深く論理的
に考えながら研究し，祈ることが必要です。し

かし，人は肉体と霊の両方から成り立っている
ことを覚えておくことも大切です。わたしたちは
霊の存在でもあるため，御

み

霊
たま

の力によって学ぶ
ことが欠かせません。

御霊によって学ぶ
預言者ジョセフ・スミスはこのように教え

ています。「神がその無限の知恵によっ
て，わたしたちが死すべき状態でこの
地上にいる間に，わたしたちに明らか
にするのをふさわしく，適切であるとさ
れたことは何であろうと，……まるで肉
体を持たないかのように，直接霊に啓
示が与えられるのです。そして，わたし
たちの霊を救うこれらの啓示は，肉体に
も救いを与えます。」1

主はさらに，教義と聖約の中で，どのように
教え，どのように学ぶかについて，御自身の規
範を示して強調されました。
「真理の御霊によって御

み

言
こと

葉
ば

を受ける者は，
真理の御霊によって宣

の

べられるままにそれを受
けるということを，あなたがたが理解して知るこ
とができないのはなぜか。それゆえ，説く者と
受ける者が互いに理解し合い，両者ともに教化
されて，ともに喜ぶのである。」（教義と聖約
50：21－22）
十二使徒定員会のリチャード・G・スコット長

老は，理解することと教化されることについて
説明し，この規範に従うことから得られる祝福
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活用してください。

七十人会長会

ジ ェイ・ E ・ジ ェ ン セ ン 長 老

写
真
加
工
／
ジ
ェ
リ
ー
・
ガ
ー
ン
ズ

熱 心 に 学 ぶ 力



福音を
学ぶには，
注意深く

論理的に考えながら
研究し，祈ることが
必要です。

を強調して話しました。「『理解する』という動詞は，生徒の耳
に聞こえる事柄を意味します。皆が同じメッセージを受けま
す。『教化する』という言葉は，聖霊との交わりの中で得るも
のを意味します。そのメッセージはそれぞれ異なり，御霊が
個々の必要に合った形にしてくださるのです。」2

ニーファイ第二書第33章1節でニーファイは，御霊によって
学ぶことのもう一つの側面を思い起こさせてくれます。「人が

聖霊の力によって語るときには，聖霊の力がそれを人の子ら
の心に伝えるからである。」これは力強い約束ですが，自身
の生活に救い主を招かないかぎり実現しません。
救い主は戸の外に立って，たたいておられます（黙示3：20
参照）。聖霊も戸の外に立って，たたいておられます（2ニー
ファイ33：1－2参照）。わたしたちはただ選択の自由を用い
て，御二方を招き入れさえすればよいのです。
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熱心に学ぶために
2007年2月の世界指導者訓練集会では，教
え，学ぶことがテーマとなりました。この集会で，
十二使徒定員会会長のボイド・K・パッカー会
長は，このように熱心に学ぶよう勧めるにはど
うしたらよいか，具体的な勧告を与えました。
学ぶことについて，パッカー会長が教えたこと
の中から幾つかをここで見てみましょう。
第1にパッカー会長は，熱心に学ぶ人は意欲
的だと教えました。素直に受け入れ，教わるの
を嫌がらないことで，学ぶ意欲を示すことがで
きます。指示や訂正を受け入れるのを嫌がっ
ていると，御霊に逆らい，成長と進歩の機会が
制限されてしまいます。
第2に，祈り，特に具体的な祈りが必要です。

公の場でも，独りでいるときも，自分自身のた
めに，また教師のために祈ってください。教師
の発言のすべてが正しいとは言えないときもあ
ります。言葉が足りなかったり，表現力に乏し

かったりすることもあるかもしれません。しか
し聖霊は違います。わたしたち一人一人は自
分自身のために，そして教師のために祈ること
ができます。例えばこのようにです。「天のお
父様，教師はわたしが今どのような重荷や苦労
を抱えているかを知りません。教師を助け，わ
たしにとって必要なことを教えられるようお助け
ください。」学ぶ人がそのように祈り始めるな
ら，答えを得るようになります。
第3は耳を傾けることです。これはきわめて

重要です。特に，パッカー会長は経験豊かな人
の話を聞くように勧めています。「わたしは早
い時期に，年配の人の経験談に耳を傾けること
は非常に価値があることを知りました。……十
二使徒定員会の中で，リグランド・リチャーズ長
老は，ほかの兄弟たちのようには速く歩きませ
んでした。そのため，わたしはいつも長老のた
めにドアを開けて，一緒に帰るようにしました。
するとあるとき，一人の使徒から，『君は実に親
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切だ。リチャーズ兄弟を手伝ってくれているんだね』と言われ
ました。でもわたしは，『兄弟は，わたしのほんとうの動機を
知らないだけです』と内心思っていました。わたしは，リ
チャーズ長老と一緒に帰りながら，いろいろな話を聞いてい
たのです。リチャーズ長老が生前のウッドラフ大管長のことを
御存じなのを知っていましたし，きっと話してくださると思っ
ていました。」3

さらに，語られることだけでなく，語られないこと，すなわ
ち聖霊からの，言葉では聞こえない促しにも耳を傾けてくだ
さい。どちらも重要です。教師が言葉以外でも伝えようとし
いている部分に，常に敏感であってほしいと願っています。
そうすれば，聖霊は，教師のメッセージを皆さんの必要に
合った形にしてくださることでしょう。
第4に，耳を傾けたら，学んだ事柄をまとめることが大切で
す。聞いたことをもとに，内容を書き留めたり，発展させたり
して自分のものにします。完全に理解できたかどうかを確認
したければ，教える相手を探してください。通常，学んだこ
とを分かりやすく述べることができないうちは，ほんとうに学
んだことにはなりません。学んだ事柄をまとめるよう努めてく
ださい。これは価値のあることです。

学ぶ備え
熱心に学ぶためにできることはクラスの

中に限りません。クラスに来る前にもいろ
いろなことができます。
パッカー会長は次のように勧めています。

「早く起きることです。……そして思いが澄
んでいる朝に，いろいろ考えるのです。良い
考えが思い浮かぶのはこの時間帯です。」4

確かにそのとおりです。早く起きて研究
し，祈り，深く考え，耳を傾けるなら，
啓示を受けられるでしょう。
また，集会，特に教会で最
も霊的な集会の一つであ
る聖
せい

餐
さん

会に遅刻しないで
ください。礼拝堂では敬

けい

虔
けん

にしてください。啓示
を受けられる状態でい
てください。前奏曲を聞
きましょう。話し相手を
探さないでください。

熱心に学ぶ者として，啓示を受ける備えをしてください。
さらに，教師や話者がどんなに上手に教えることができた
としても，わたしたち自身が，学ぶという責任を受け入れる決
心をすることが大切です。以前，スペンサー・W・キンボール
大管長（1895－1985年）はこのように述べました。「もし皆さ
んに御霊があるならば，証会は1か月の間に〔教会〕で開かれ
る集会の中で最もすばらしい集会と言えます。もし証会が退
屈であるとすれば，ほかの人ではなく皆さんに何か問題があ
ります。立ち上がって証を述べるならば，それがその月の中
で最もすばらしい集会であると思うことでしょう。しかし，そ
こに座って，文法上の誤りを数え，あまり上手に話せない人の
ことを笑っているとすれば，退屈になるでしょう。……忘れな
いでください。皆さんは証を勝ち取らなければならないので
す。戦い続けなければならないのです。」5

今
こん

日
にち

でも，これはとても力強い言葉です。

早く起きて研究し，祈り，
深く考え，耳を傾けるなら，
啓示を受けられるでしょう。



学ぶ機会を最大限に活用する
何より大切なのは，努力を続けることです。パッカー会長
はインタビューの中でこの点を力説しました。あきらめては
いけません。こつこつと学び続けるのです。たくさんある学
習の機会を最大限に活用してください。
何年も前，当時十二使徒定員会補助を務めていたマリオ
ン・D・ハンクス長老は，学ぶ機会を最大限に活用する力につ
いて話しました。ハンクス長老は著名な植物学者ルイ・アガシ
博士の経験談を紹介しました。博士はある未婚の婦人に話
しかけられました。彼女はそれまで学ぶ機会が一度もな
かったと言い張りました。博士は，目の前にある学習の機会
を生かしてみるよう勧めます。
「『あなたの今のお仕事は何ですか』と博士は尋ねました。
『ジャガイモの皮をむいたり，タマネギを刻んだりしています。』
博士は言いました。『そのような家庭的な仕事をするとき，

どこに座っているのですか。』
『台所の階段のいちばん下の段です。』
『足をどこに置きますか。』
『化粧れんがの上です。』
『化粧れんがってどんなものですか。』
『さあ，分かりません。』
そこで博士は言いました。『そこに座って仕事をするように
なってどのくらいたちますか。』
『15年になります。』
『わたしの名刺を差し上げます。』アガシ博士は言いました。
『化粧れんがの特質についてわたしに手紙を書いてください
ませんか。』」
彼女は博士の言葉をまじめに受け取りました。れんがとタ

イルについて，できる限りの文献を読み，36ページに上るレ
ポートをアガシ博士に送りました。

ハンクス長老はこう続けています。
「アガシ博士からこのような手紙が届きました。『あの記事は
このテーマについてはこれまでで最高のものです。もしよろしけ
れば，星印の付いた3つの言葉を変えていただけませんか。
そうすれば，わたしの方で出版して，その代金をお送りします。』
少したってから，1通の手紙とともに250ドルが届きました。手
紙の下の方にこのような質問が鉛筆で書いてありました。『れん
がの下には何があるでしょう。』つい先ごろ時間を有効に使うこ
とを学んだ彼女はただ一言『アリ』とだけ書いて返事をしました。
すると博士は，アリについて教えてくださいと書いてよこしました。
多読と骨身を惜しまない，緻

ち

密
みつ

な研究の後，この女性は360
ページにも及ぶアリについてのレポートをアガシ博士に書き送
りました。博士はそれを本にして出版し，販売した代金を彼
女のもとに送りました。そして，彼女は自分の著書から得たお
金で夢に見たすべての土地を訪れることができたのです。」6

この話から，現状に満足せず，熱心に学ぶように勧めるう
えで欠かせない大切な原則が分かります。
わたしたちはよりよく学ぶことがきます。また，よりよい学習者

になることで，よりよい教師になるでしょう。わたしは最も偉大な
教師，救い主の模範に倣いたいと願っています。ですが，何を
通して主は偉大な教師になられたのでしょうか。主も教える前
にまず学ばれたのです。主に従い，よりよく学ぶ者となるときに，
主がわたしたち一人一人を祝福してくださいますように。■
注
1．『歴代大管長の教え――ジョセフ・スミス』474－475
2．「真理を理解し，真理に従って生活する」『リチャード・G・スコット長老との
夕べ』2005年2月4日，http://lds.org/library/display/0,4945,5344-1-2783-
8,00.htm（英語）

3.「教え，学ぶことの原則」『リアホナ』2007年6月号，52
4.「教え，学ぶことの原則」『リアホナ』2007年6月号，52
5.『歴代大管長の教え――スペンサー・W・キンボール』75
6.「学ぶことをやめてはなりません」『聖徒の道』1980年1月号，23－24
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わたしは
最も偉大な教師，
救い主の模範に

倣いたいと願っています。
ですが，何を通して
主は偉大な教師に
なられたのでしょうか。
主も教える前に
まず学ばれたのです。

絵
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教師として，わたしは生徒をレッスンに引き
付け，参加させる効果的な方法をいつも
探っています。自分としては黒板やホワ

イトボードを上手に使っていると思っていました
が，隣の教室の黒板を見たときに，その考えが変
わりました。黒板の真ん中に，教義を簡単にまと
めた文章，絵，そして二つの質問がきれいに書か
れていました。質問に答えるための指示も記され
ていました。クラスに入って来た生徒たちは，質問
に答えようと聖文を調べていました。さらに，教義
についての話し合いまでしていました。これらの活
動は，レッスンが始まる前に行われていたのです。
感動しました。普通であればただ過ぎてしまう
だけの時間を使い，単純な道具で生徒をレッスン
に引き付け，参加させていたのです。それから，
教師は生徒を集めてあいさつをしました。開会の
祈りが終わり，レッスンが始まったときには，すで
に主の御

み

霊
たま

が多くの生徒の心に触れていました。
生徒たちは聖文を通してすばらしい経験をする備
えができていたのです。

基本となる指針
福音を教えるために黒板やホワイトボードを使

用する場合，『教師，その大いなる召し』（162，
181－182参照）にある指針に加えて，次の事
柄も役に立つことが分かりました。

● 簡潔さを心がける。2007年2月の世界指
導者訓練集会で，十二使徒定員会のジェフ
リー・R・ホランド長老は，視覚資料はあくまで
補助教材であるということを指摘したうえで，
教師にこのように語りました。「（視聴覚資料
は）レッスンの代わりをするものではありませ
ん。料理でスパイスを使うのと同じように，視
聴覚資料を使ってください。スパイスは味を
良くし，引き立て，豊かにするものです。地図，
絵，ビデオ，また黒板かホワイトボードに書い
た重要事項は，しばしば，良いレッスンを偉大
なレッスンに変えてくれることがあります。」1

● 準備する。レッスンを教える前に，
黒板やホワイトボードをどのように
使うかを紙にまとめてください。

● 読みやすい字で書く。『教
師，その大いなる召し』（カタロ
グ番号36123 300）の中で，教師
は次のように勧められています。
「板書事項が十分な行間を取って書か
れ，整然としており，読みやすいことを確かめ
ながら，皆が見えるように，はっきりと大きく書
く。」2 クラスの生徒に手伝ってもらうのも一つ
の方法です。
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黒板を適切に使用すれば，
教える力をさらに高めることができます。

教会教科課程部

ロ ブ・ジ ョ ー ン ズ
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黒板，
教えるための道具
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何を書くか
レッスンを通して，より意義深い経験をクラス
の生徒にさせるための，黒板とホワイトボード
の使い方を紹介します。
生徒へのメッセージを書く
「○○クラスへようこそ」や「今日も頑張りま
しょう」などと書き，生徒を歓迎する。

● 学校や教会で何かを達成した個人を褒め
る。例えば「『神への務め達成証明書』獲得お
めでとう！」

● 定員会会長やクラス会長に活動予定など
の発表事項を書いてもらう。
生徒の興味を引き，レッスンの質を向上させる

ために，次のようなことを書く

● レッスンのタイトル――レッスンのタイトル
か，鍵

かぎ

となる言葉を書いてください。クラスの
始まる前に生徒がレッスンについて考える助け
になります。

● 質問――レッスンの途中で尋ねようと思っ
ている質問を，最初から黒板に書いておきます。
クラスが始まる前に答えを書き留めておくよう，
生徒に指示することもできます。こうすれば，よ
り意義深い話し合いができるでしょう。

● 絵――生徒の多くは，見ることによって学
びます。黒板かホワイトボードに人，物，または
出来事の簡単な絵を描くか，生徒に描かせて
みてください。例えば，燭台に載せたあかり
（ろうそく），枡

ます

，山を描きます。次に，生徒にマ

黒板か
ホワイトボードに
簡単な絵を

幾つか描きます。
それらの絵に
どのような
つながりがあるか，
生徒に
聖句を読んで
答えてもらいましょう。

福音を学ぶ
手助けをするために
何か新しい方法を
探しているなら，
見慣れたものを
新しい視点で見ることから
始めてみてはどうでしょうか。
それは……，
黒板です！ マタイ

5：14－16



タイ5：14－16を読むように言い，あかり（ろうそく），枡，山の間
にどのようなつながりがあるかを考えさせます。

● 概略――黒板かホワイトボードを使うことによって，レッスン
を生徒に分かりやすい小さなまとまりに整理することができま
す。例えば，邪悪なノア王や王の祭司，王がニーファイの民に負
わせた重荷について書かれているモーサヤ11：1－15を教えて
いるとすれば，黒板かホワイトボードに「ノア」「祭司」「民」と書き
ます。この3つについて分かることを生徒に見つけさせ，教師か
生徒が，それぞれの下に書きます。
書くことによって生徒をクラスに参加させる
● 生徒の意見――黒板かホワイト
ボードの前に生徒を招き，レッス
ンで扱うテーマについてど
う考えるかを短い言葉

で書かせます。例――自分にとってなぜ神殿は大切か。
● 生徒アンケート――教会の標準についてレッスンして
いるとします。黒板かホワイトボードに3つの欄を作り，そ
れぞれ「知恵の言葉」「正直」「道徳」と書きます。クラスの
生徒一人一人に，多くの人にとって守るのが最も難しいと
思われる標準を選ばせ，その標準の下に印を付けていき
ます。その後，生徒に感じていることを発表するよう依頼
します。

● 生徒の答え――黒板かホワイトボードに質問の答えを
書かせます。聖霊についてのレッスンであれば，「神は聖
霊を通してわたしたちに何の真理を明らかにされますか」
という質問の答えを生徒に書かせてもいいでしょう。

簡単な道具で効果的なレッスンを
もちろん，黒板かホワイトボードを使って学習を促進する
方法はほかにもたくさんあります。クラスの生徒やテーマに
合わせて，皆さん自身の方法も考えてみてください。■

注
1．「教会で教え，学ぶ」『リアホナ』2007年6月号，71参照
2．『教師，その大いなる召し』162

黒 板 を 使 っ て
生 徒 を 引 き 付 け る
「黒板ほど良い教材はないと思います。あれ
ほど有効な教材はまれでしょう。まず，黒板は
手軽に使えます。次にどこででも使えます。世
界中どこででも黒板は手に入ります。レッスン

の本筋を口述しながら，黒板を使って生徒たちの目を捕らえるこ
とができます。話しながら，黒板に過不足なく書くことにより，生
徒たちの注意を集中させて，概念を理解させることができます。た
だし，あまりに興味を引きすぎると，視覚教材の方に目が向いて，
レッスンがおろそかになります。」

十二使徒定員会会長　ボイド・K・パッカー
Teach Ye Diligently，1975年，266
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最初の示現をはじめとする数々の啓示を受けたジョ
セフ・スミスは，主の言葉と御

み

心
こころ

を地上の人々に明
らかにするために選ばれた神の預言者でした。

ジョセフは預言者として経験を積みながら，教会には啓示と
いう秩序があることをはっきりと理解しました。啓示と生ける
預言者の役割に関するジョセフ・スミスの教えを紹介します。

啓示はなくてはならないものである
「啓示によって明らかにされた教義は，啓示に基づいていない教義をは
るかに超越します。なぜなら，天から示される真理の一つは，現存する諸
教派の持つすべての信条に匹敵する価値があるからです。」
「啓示なしに救いはもたらされません。啓示なしに教え導くのはむなし
いことです。……イエスについての証

あかし

がなければ，だれもイエス・キリスト
の教導者となることはできません。そしてこの証は，すなわち預言の霊で
す〔黙示19：10参照〕。」

啓示という秩序
「あなたはあなたの長であり，教会の長である者に命じてはならない。
わたしは彼に代わる別の者を彼らのために任命するまでは，奥義の鍵

かぎ

と封
じられている啓示とを彼に授けたからである。」（教義と聖約28：6－7）
「大管長と管長たち，すなわち大管長会は，教会を管理します。そして教
会に対する神の思いと望みについての啓示は，大管長会を通じてもたらさ
れます。これが天の秩序であり，〔メルキゼデク〕神権の力と特権です。ま
たこの教会では，どの役員にも，教会における自分の召しと義務の範囲内
で啓示を受ける特権があります。」

神の預言者に従う
「わたしたちの中には，あまりに賢いために教えを受けることのできな
い男女が非常に大勢います。そのため彼らは無知のままで死ななければな
らず，復活のときに自分が間違っていたことに気づくでしょう。」■

『歴代大管長の教え――ジョセフ・スミス』（メルキゼデク神権と扶助協会の教科
課程）195，197，202から

ジョセフ・スミスは，教会における啓示の大切さを
知っていました。

啓示と生ける預言者

ジ ョ セ フ の 教 え

「
啓
示
を
受
け
る
ジ
ョ
セ
フ
・
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ス
・
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とにより，すべての少女と女性が母とし
ての神聖な永遠の役割に備えることが
できます。」（「母の心」『リアホナ』2004
年5月号，76）

永遠の可能性に到達するのを助けてくれ
るものは何でしょうか。
十二使徒定員会　M・ラッセル・バ

ラード長老――「神はわたしたちが進
歩し，潜在的な自分の能力を発揮する
ために必要な導きを与えることによっ
て，わたしたちへの愛を示してくださ
いました。……わたしたちについて，
すなわち，わたしたちの持つ能力や永
遠の可能性について最もよく御存じで
ある神は，指示の手引き，すなわち聖
文の中で，勧告と戒めを与えられまし
た。」（「子供たちへの神の愛」『聖徒の
道』1988年6月号，59）
大管長会第一顧問　ヘンリー・B・ア

イリング管長――「神が万物を創造し，
わたしたちに命をお与えになったの
は，わたしたちが神のもとに戻り，とも
に永遠の命にあずかるうえで必要な学
習経験を得るためです。それはわたし
たちの性質が変化することによっての
み可能となります。主イエス・キリスト
を信じる信仰と真の悔い改め，そして
主が御父の教会を通して御自身のす
べての子供たちに与えられる聖約を
交わし，守ることによって自らの性質を
変えるのです。」（“Education for Real
Life，”Ensign，2002年10月号，16）

訪問先の姉妹たちの
必要に合った聖句や言
葉を教えてください。
その教義について証

あかし

してください。あなた
が教える人々 に，感じたことや学んだこ
とを分かち合うように勧めてください。

わたしの永遠の可能性とは何でしょうか。
十二使徒定員会　ラッセル・M・ネル

ソン長老――「女性は献身的な神の娘
としての使命を達成しようとして立ち上
がるとき，最も豊かな報いがもたらさ
れるでしょう。すべての忠実な聖徒に
対し，主は王位，王国，公国，栄光，そ
して不死不滅と永遠の命を与えると約
束されました（ローマ2：7；教義と聖
約75：5；128：12，23；132：19参照）。
末日聖徒イエス・キリスト教会の女性は
このような可能性を持っており，その可
能性は永遠に続く，神聖なものなので
す。」（「女性――その計り知れない価
値」『聖徒の道』1990年1月号，22参照）
中央扶助協会会長　ジュリー・B・

ベック――「すべての少女，すべての
女性が，……永遠の母となる可能性が
自分の内に秘められている，という証
を持てますように。……女性の役割は
この地上で始まったのではありません
し，ここで終わるのでもありません。
地上で母親の役割を尊ぶ女性は，来
世でも同じようにします。『〔彼女の〕宝
のある所には，心もあるから』です（マ
タイ6：21）。『母の心』を養い育てるこ

ジョン・テーラー大管長（1808－
1887年）――「わたしたちの主たる
目的は永遠の命であり昇栄です。わた
したちの主たる目的は，自分自身や子
孫，先祖を永遠の世界における王位と
公国，力のために備えること〔です〕。
……また〔古代の聖徒たち〕とわたした
ちが，地上に創造された目的を果たし，
永遠の世界に存在する英知たちと交
わりを持つ用意を〔し〕，御父の前に再
び帰る〔ことなのです〕。わたしたちは
御父のもとから来ました。そして，啓
示なしには人類が知り得ない永遠の
真理にかかわっているのです。わたし
たちはその目的のために現世にいま
す。……神殿を建設するのはその目的

のためです。エンダウメントを受け，聖
約を交わすのはその目的のためで
す。」（『歴代大管長の教え――ジョン・
テーラー』〔メルキゼデク神権と扶助協
会の教科課程〕8－9参照）
教義と聖約78：18――「元気を出
しなさい。わたしがあなたがたを導い
て行くからである。王国はあなたがた
のものであり，その祝福もあなたがた
のものであり，また永遠の富もあなた
がたのものである。」■

家 庭 訪 問 メ ッ セ ー ジ

イエス・キリストの福音は，
神の子供たちの持つ
永遠の可能性について教えている
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1988年，家族歴史セ
ンターがロサリオに開
設され，わたしは図書委員に召されまし
た。たくさんの資料に囲まれ，天にも昇
る心地でした。何時間も資料を読み，
たくさんの町からマイクロフィルム化された
記録を取り寄せました。国際系図索引
（International Genealogical Index ま
たはIGI）で，祖父や曾

そう

祖
そ

父
ふ

とまったく
同じ名前を見つけました。この2人の
男性の出生地であるイタリアの町に手
紙を書き，出生証明書を請求しました。
教区牧師が送ってくれましたが，記録
を見るとわたしの先祖ではないことが
分かりました。

わたしは再び手紙を書き，
どんなささいなことでもいいの
で祖父に関する情報がないか
牧師に尋ねました。牧師は市
役所の連絡先を教えてくれた
ので，わたしは手紙を書きまし

た。市役所から届いた1枚の資料を読
み，わたしは歓喜しました。祖父母，
曾祖父母，高祖父母，そのほか多くの
親族の名前と重要な日付が書かれて
いたのです。また，祖父がアルゼンチ
ン到着後に名前を変えていたことが分
かりました。祖父について調べるのに
苦労した理由はこれだったのです。
再び市役所に手紙を書き，先に受

け取った資料の前のページを送ってく
れるよう頼みました。市役所はわたし
の依頼に応じてくれました。受け取っ
た資料には，さらに27人の名前があり

イタリアの
ウディネと
周辺の町に

およそ30通の
手紙を書きましたが，
どの返事にも，
探していた答えは
ありませんでした。

1963年にアルゼンチンでバプ
テスマを受けてから1年後，
支部の書記として奉仕する

よう召されました。ある日，白紙の「家
族の記録」と数枚の系図表用紙を見つ
けました。記入の仕方を教わったこと
はありませんでしたが，母に助けても
らいながら，わたしは用紙に書き込み
始めました。母は自身の先祖，そして
夫つまりわたしの父の先祖の名前だけ
でなく，4代前までの先祖たちの人生
の節目となる出来事の日付を覚えてい
ました。5代前の先祖についても数人，
6代前も1人覚えていました。
わたしはもっと調べたいと思い，母

から聞いた情報の確認作業に入りまし
た。すると家族歴史の業の目的が分か
るようになり，わたしはすぐに愛する先
祖の名前を神殿に提出し始めました。
母方の先祖に関しては順調に進ん

だものの，父方を調べるのには苦労し
ました。いろいろと手を尽くしましたが，
25年近くもの間，父方の祖父の生年月
日を特定できませんでした。結婚証明
書によるとイタリアのウディネが出生地
となっていたため，ウディネと周辺の町
におよそ30通の手紙を書きました。し
かしどの返事にも，探していた答えは
ありませんでした。

あきらめませんでした
カルロス・A・デル・ロンゴ

絵
／
ク
リ
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・
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ー



ました。その人たちが自分の先祖であ
るという確信を胸に，全員の神殿の儀
式を済ませました。
このようなすばらしい経験のおかげ

で，家族歴史を調べるために払った努
力は十分に報われたと感じています。
落胆するときもありますが，あきらめた
ことはありません。先祖について調べ
るわたしを，天の御父が確かに導いて
くださっていることが分かります。
天の御父が御自身のすべての子供

たちに神殿の儀式を受ける機会をお与
えになることを知っています。それが今
であるか，福千年であるかは分かりま
せん。しかし霊界で福音を受け入れた
先祖は，わたしたちが家族歴史の業を
行うのを待ち焦がれていることも知って
います。主のために最善を尽くすなら，
主は道を備えてくださるのです。■

家族歴史の思い出
スティーブン・C・ヤング

1979年の夏，生まれ育ったカ
ナダのオンタリオ州ロンドン
にあるワードの会員から連

絡をもらいました。驚いたことに，彼ら
の家の裏庭にある納屋から，母が残し
た本や書類が出て来たと言うのです。
ぼろぼろになった幾つかの段ボール
箱から，未完成の系図表，何枚かの
「家族の記録」，系図を調べた経過を
記したメモが見つかりました。一番の
掘り出し物は，わたしが11歳のときに
亡くなった母が自らの手でつづった個
人の歴史でした。すばらしい記録で，
1930年代にイングランドで過ごした子
供時代や第二次世界大戦下の生活が，
4ページにわたって記されていました。

この記録を見つけたことで，わたしは
初めて家族歴史に興味を持つようにな
りました。先祖に心が向くようになっ
たのです。
それから2年近くがたった1981年
4月，父が突然に他界しました。遺品
の中に，「CMY」という父のイニシャル
が刻まれた指輪を見つけましたが，父

高祖父の
建てた，
オークランズ

通り32番を見つけ，
玄関の前に
立ったときのことを
忘れることは
ないでしょう。

がこれを指にはめているのを見た記
憶がありませんでした。若いころ，第
二次世界大戦でカナダ海軍の掃海艇
に乗っていたときに身に着けていたも
のに違いありません。
父が亡くなった今，わたしが作った
1ページの系図表の中で，生きている
のはわたしだけになりました。さらに

末 日 聖 徒 の 声
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情報を集めるには親
しん

戚
せき

に頼らなけれ
ばなりません。親戚の一人に，ベ
ティーという祖父の義理の姉がおり，イ
ングランドのケント州ベクスリーヒース
にある，先祖代々の家に今も住んでい
ました。母の家族を訪ね，彼らについ
てもっと知りたいといつも思っていまし
たが，独身の大学生だったわたしには，
そのための資金がありませんでした。
しかし，父の多少の遺産のおかげで，
海を隔てたイングランドを訪れること
ができるようになりました。
初めてベティーおばさんを訪ねたと

きは緊張しました。先祖についてどう
しても知りたいというわたしの気持ち
を理解してもらえるでしょうか。2階建
てバスに揺られながら，窓に映る，右
手にはめた父の指輪に目をやりまし
た。指輪のおかげで安心できました。
父がわたしのひざに手を置いて，目的
を果たせるよう応援してくれているか
のようでした。
うれしいことにベティーおばさんは

わたしを温かく迎え入れ，家族につい
て，これまで知らなかったたくさんの
有益な情報を教えてくれました。彼女
が住んでいる家は，わたしの高祖父が
建てたということも聞きました。その夜，
わたしは祖父が子供のころに使ってい
た寝室で休ませてもらいました。祖父
に会ったことはありませんでしたが，
おばさんが見せてくれた写真の祖父
は，驚くほどわたしと似ていました。
おばさんは寛大にも，家族の古い写真
の一部，手紙，そして家族で愛用して
いた聖書を譲ってくれました。聖書に
は，1830年代から始まる，2世代の家
族の氏名，生年月日，出生地が書かれ
てありました。
雨の降るあの9月，歓迎されないの

ではという不安を胸にバスを降り，先

祖が建てた家へと向かったあの日か
らもう25年以上が過ぎました。以来，
アメリカとヨーロッパに住む親族から先
祖についてたくさんの貴重な情報を提
供してもらい，神殿の儀式を執行する
ことができました。
オークランズ通り32番を見つけ，玄
関の前に立ったときにガラスに映った
自分の姿を忘れることはないでしょう。
そこにあった見慣れた自分の顔は，ふ
るさとに帰って来たわたしを歓迎する
青年時代の祖父の顔だったのかもし
れません。■

フィンランドでの探求
ジュディス・アン・ラウルネン・マクニール

わたしと姉のジャニスは，自分
たちラウルネン家の先祖に
ついて情報がまったく手に

入らないことに意気消沈していました。
分かっているのは，先祖が1901年に
フィンランドからアメリカに渡って来た
ということだけでした。そこで2004年
8月，夫のチャーリーとわたしは，ジャ
ニス，いとこのサンディーとともに，先
祖を見つける旅に出かけました。
出発前に資料集めをしていたとこ
ろ，サンディーが，1605年に建てられ
たラウルネン農場についての2ページ
にわたる資料を見つけました。先祖に
ついてさかのぼっていくと，1569年に
カウハヨキという町に暮らしていたと
いうところまで分かりました。
フィンランドに着いたわたしたちは
レンタカーを借り，翌朝早く，遠くカウ
ハヨキの町を目指して出発しました。
町がなかなか見つからず，もうあきらめ
ようかと思ったとき，チャーリーが小さ

な空港を見つけました。わたしたちは
そこへ行って助けてもらうことにしまし
た。サンディーがラウルネン家の資料
を一人の青年に見せたところ，彼はわ
たしたちをカウハヨキの図書館まで案
内してくれました。この町は森を貫く幹
線道路の先の，とても分かりにくい所
にありました。自分たちだけではきっ
と見つからなかったでしょう。主が旅
路を導いてくださっているように感じま
した。
図書館では若い女性がルーテル教

会と墓地に印を付けた地図をくれまし
た。教会はすぐに見つかりました。牧
師と数人の事務員の助けを借りながら
2時間ほど調べた後，一人の事務員が，
わたしたちのいとこにあたるラウルネ
ン家の親

しん

戚
せき

に電話をかけて，アメリカ
から訪問者が来ていると伝えてくれま
した。彼らは1550年までさかのぼる
家系図を手に，すぐに来てくれました。
教会の帳簿係に通訳をしてもらいな

がら，わたしたちは美しく手入れされた
墓地を歩きました。サンディーは生まれ
て初めて祖父の墓の前に立ちました。
その後，祖父の写真を見せてもらい，
祖父が使っていたバイオリンにも触れ
ました。なかなか情報が見つからな
かったときの落胆が喜びに変わり，わ
たしたちは深い感動に包まれました。
いとこたちは，持って来た資料に

あった家族農場に車で連れて行ってく
れました。ラウルネン家はそこから一
望できる土地をすべて所有していたそ
うです。家屋はとても広く，1550年以
来，ずっとラウルネン家が住んでいたと
教えてくれました。ロシア軍がカウハ
ヨキに侵攻して来たときは，この農場
が軍の司令部になりました。ロシア軍
は教会と周辺の家をすべて焼いてしま
いました。わたしたちの先祖は，町の



人 と々ともに安全を求めて森に避難し
ました。ロシア軍がいなくなると，人々
は祖父の指揮で，先ほど訪れた教会の
建設に取りかかりました。その後，農
場の周りの土地は分割され，売られた
のだそうです。
2005年，わたしはジャニスとサン

ディーとともに，フィンランドのいとこを
再び訪ね，さらに調べました。2006年
には初のラウルネン家の集まりをアメ

リカで開き，フィンランドからは15人の
いとこが参加しました。祖父母の生涯
をたたえるこの会に，89人が集まりま
した。
これほどまでに豊かで貴重な家族
の歴史を見いだしたうえ，自分自身に
ついて，また先祖についてさらに深く
知ることができたことは大きな喜びで
す。家族歴史は主の業です。■

母の日記
エドナ・F・チャンドラー

母と暮らすようになって5年近
くがたっていました。長年
にわたってわたしを慈しん

でくれた母を，愛と感謝をもって世話
できることをうれしく思っていました。
しかしもう母の笑顔を見たり，ユーモ
アあふれる言葉に笑ったりできないの
は寂しいことでした。もう一度，かつて
一緒にドライブしたときの喜びや興奮
を母にどうしても味わってほしいと望ん
でいました。目的地はどこでもかまいま
せん。車窓に見える花や，電線に止ま
る鳥，遊んでいる子供たちを，母は必
ずわたしに教えてくれたものでした。
一緒にじゃがいもの皮や豆のさやを

むいたり，本を読んだりしたひとときが
忘れられません。子供時代の思い出

を母と話し，わたしのきょうだ
い，そして母の孫たちに最近
どんなことがあったかを知ら
せてあげたくてたまりません。
母は家族が，特に孫が訪ねて
来るのをいつも楽しみにして
いました。しかし，母が認知
症を患った今，状況は変わっ
てしまいました。母は，自分の
世話をしてくれる特別な人だと
いうこと以外，わたしのことは
何も分かっていませんでした。
今日
きょ う

は特に母とうまくいきま
せんでした。話をしようとする
と，いつものうつろな目をこちら
に向け，介助しようとすると警

戒した表情を見せるのでした。気持ち
を整理しようとソファに腰を下ろしたわ
たしは，疲れ切り，困惑していました。

わたしたちは
美しく
手入れされた

墓地を歩きました。
そしていとこは，
生まれて初めて
祖父の墓の前に
立ったのです。

29／ 2 0 0 8 年 9 月 号



興味を示してくれればと，母の日記の
中から1冊を選び，声に出して読み始
めました。少しでも記憶が戻るかもし
れないという期待もありました。努力
は実を結びませんでしたが，そのまま
読み続けていると，わたしの中で眠っ
ていた記憶がよみがえってきました。
家族が訪ねて来てくれたときの喜び

と，家族が帰った後の寂しさについて
母は繰り返し書いていました。父
が病に伏し，長い闘病生活を送ら
ねばならなかったこと，59歳で父
を看

み

取
と

らなければならなかったこ
と，それがどれほどつらかったかを
つづっていました。父にどれほど
会いたがっているか，また同じ病気
にかかった兄をどれほど案じてい
るかが書かれていました。
教会で教えたり，シングルアダル
トの活動に参加したりしたときの喜
びや充実感についても記されてい
ます。毎週，アリゾナ州ディルコン
にあるナバホインディアンの保留地
に出かけて行って福音を教え
たときに感じた満足感につ
いてもつづられていまし
た。ページをめくりなが
ら，人から頼りにされ
ているときは，その期
待にこたえられる人
間になるべきだと
母が口癖のように
言っていたことを思
いだしました。奉仕
で忙しく，あまり書け
ない日もありました。
そんな短い文章を見て
いると，母が助けや励ま
しの必要な人によく食べ
物や贈り物を持って行って
いたことを思い出しました。

母は日記の中で何度も福音について
の証
あかし

を述べていました。
特に心を打たれたのは，わたしの娘
デブラ・スーがダウン症と合併症を抱
えて生まれてきたとき，母がどれほど
悲しみ，心配していたかについて書か
れた部分です。心臓切開手術と合併
症の治療を受けていた娘のため，夫
婦で病院を行き来していた約1か月の

間，70歳の母に，
家で待つ子供た
ちの食事を作り，
世話をすることが
果たしてできるか
と思いましたが，
母はほんとうに
やってのけたの
です！
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気高い母に
対する
限りない

愛情と，
昔の母を
呼び戻してくれた
日記への
深い感謝の気持ちが
とめどなく
あふれてきました。

助けてほしいとき，母は必ずそばに
いてくれたことを思い出しました。これ
までずっと母は，直接来ることができ
ないときにも必ず手紙を書き，祈りを
通してわたしたちを支えてくれていた
のだと実感しました。
その夜，母が眠るまで賛美歌を歌っ
ていると，気高く，犠牲をいとわな
かった母に対する限りない愛情と，昔
の母を呼び戻してくれた日記への深い
感謝の気持ちがとめどなくあふれてき
ました。■



山の上にある町
古代の町はよく山の上に建てられました。その方が町をよ

り守りやすく，より安全だったからです。遠くからも見え，
人々は危険が迫ったときにどこに避難すればよいのかが分か
りました。キリストの弟子になるということは，山の上にある
町になることとどのような点で似ているでしょうか。

枡
ます

この言葉〔英語ではBushel〕はもともと，古代ギリシャで使
われていた布などを計る単位（約8.7リットル）に由来していま
す。また，この量を計るのに使われた容器のことも意味しま
す。バケツのような大きな容器でろうそくを覆うとどうなるか
想像してみてください。

世の光
「イエスは，すべての人が
イエスを知るよう望んでお
られます。なぜなら，イエ
スを知ることにより人生を
変える力が得られ，言葉で

は言い尽くせない喜びがわたしたちの人生に
もたらされるからです。しかし，福音の及ぼす
影響力はただ一人の人のうえにとどまるもの
ではありません。周囲の人々の生活から闇

やみ

を
払いのける光となるのです。自分一人だけで
救われる者はだれもいないのです。それは，
ちょうどランプがランプのためだけに光るこ
とがないのと同じです。」

十二使徒定員会　ジョセフ・B・ワースリン長老
「人生を正しく築く」『聖徒の道』1990年11月号，47参照

よいおこない
賛美歌「今日われ善きことせしか」（『賛美歌』137番）の歌
詞を読んでください。だれかを助けたり高めたりするために
できることを幾つか書き出してリストにし，いつ実行するか計
画してください。あなたのリストを，よく見える場所に置くか
張るようにしましょう。

編集者注――この記事は，上記の聖句のすべてを説明するものではありません。
個人で研究するきっかけとしてください。

あなたがたの光を
……輝かし，
「主がこの神権時代に
ともされた明かりは，
全世界を照らす明かり
となります。またわた
したちの良い業を見る人々は天の御父を
あがめ，わたしたちが示す模範に倣うよ
うになるのです。
まずあなたやわたしが，そしてわたした

ち全員が家庭や職場，娯楽の場でも模範
を示すことで，人が仰ぎ見，教えを受ける
山の上の町のようになり，地の民が力を
得る，もろもろの国民の旗となることがで
きるのです。」

ゴードン・B・ヒンクレー大管長（1910－2008年）
「山の上にある町」『聖徒の道』1990年11月号，8参照
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マタイ
5:14–16

教 え に 教 え

救い主は山上の垂訓で，人生に福音の光を輝かせることの大切さを教えられました。

日
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ローマの青少年たちは，
義にかなった生活を
送ることで
強さを身に付けています。
左から右――
アンドリュー・ビショップ，
アリアンナ・ヒボ，
リカルド・セレスティーニ，
デニース・デ・フェオ，
ダビデ・ボスコ，
ダリラ・バルデウ，
サミ・パチェ。

これらのローマ人に従え
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教会機関誌

ジ ェ ニ フ ァ ー・マ ディ ー

イタリア，ローマの青少年は，
押し寄せるこの世の影響力に
強く立ち向かっています。

ローマに入りては……



ごった返した繁華街で，人々が足早に店を出入りし，
手を振りながら友人にあいさつをしています。仕
事場に向かいながら商売について話し合ったり，

政治について意見を交わしたりしている人もいます。朝日を
浴びて，子供たちは楽しそうに遊んでいます。
こんな光景が古代ローマの日常だったかもしれません。
ローマ帝国は，軍事的にも経済的にも圧倒的な力を持つ，
強大な文明を築いていました。この国が没落するとだれが想
像できたでしょうか。
しかし事実，ローマ帝国は崩壊しました。人々が権力と富
をむさぼり，義にかなった生活をないがしろにしたため，帝
国は内側から崩れていったのです。弱体化した国家は，周り
の勢力により外側からも侵略され，やがて征服されました。

今
こん

日
にち

，イタリア，ローマステークの若い男性と若い女性は，
かつての帝国がそうであったように強く立っています。しかも，
彼らは押し寄せる敵対者の影響力に対して揺らぐことなく，
義にかなった生活を送りながら霊性を高めているのです。

ローマの宣教師たち
ローマ人への手紙の中で，使徒パウロはこのように語って

います。「わたしは福音を恥としない。」（ローマ1：16）今日
ローマに住む末日聖徒の青少年は，福音を恥としていません。
また，難しいときもありますが，自ら進んで信仰のために立ち
上がっています。

写
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15歳のアリアンナ・ヒボは言い
ます。「わたしとは違う考え方の
友達もいますが，皆わたしを尊重
してくれます。」
アリアンナに続いて，15歳のダ

リラ・バルデウもこう言っています。
「友達は，わたしの話を聞いて，わ
たしがどういう人なのか理解しよ

うとしてくれます。」
では，ダリラはどういう人なのでしょう。慌
ただしいイタリアの首都で暮らす，数少ない末
日聖徒の若者たちは，正直，熱意，親しみや
すさ，義，福音に従って生活し，福音を伝えた
いという心からの望み，といった特質を身に付
けています。

16歳のサミ・パチェは執事定員
会にいたとき，会長として奉仕し
ました。定員会ではただ一人の
会員でした。「まだ友達のバプテ

スマを見たことはありませんが，伝道活動が大
切だと学びました。わたしが住んでいる辺り
では，ほかに若い男性の教会員はいません。
毎日，伝道活動について新しい
ことを学んでいます。」

15歳のデニース・デ・フェオに
とってお兄さんは良い模範です。
「兄は今伝道に出ていて，たくさん
の経験をしています。良い経験ば

かりではありませんが，いつも，それらの経験
から学んだことを生かして教えています。それ
を聞くとうれしくなります。」

皆，ささいなことに見える奉仕
や伝道活動によって，ほかの人々
が良い影響を受けられることを
知っています。17歳のダビデ・ボ

スコはこのように語ります。「聖文の中で，主は
わたしたちに輝くようにとおっしゃっています
（マタイ5：16参照）。大きなことではなく，小
さな行いの中で輝きたいです。」

イタリアの若人の強さのために
ローマの若い会員たちは確かに輝いていま

す。その輝き方は，古代の多くのローマ人とは
大きく違っています。残念ながら，昔のローマ
の人々は不義な行いにふけり，その結果，道徳
的に堕落してしまいました。一方，現代の青少
年は高い標準を守り，神殿に参入することで，
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古代都市の
遺跡で有名な
ローマで，

末日聖徒の若者たちは
福音，強い友情，
高い標準を
土台とした人生を
築いています。

「わたしとは違う考え方の
友達もいますが，皆わたしを
尊重してくれます。」



キリストの光を映し出し，
霊性を高めています。
デニースは，福音に従っ
た生活をすることで，現代
社会の多くの問題から逃れ
られると考えています。また，
福音のおかげで，どうすれば
正しいことを選べるかも理解
しています。「友達のだれもが
しているからといって，いつも善
いこととは限りません。中にはするべきではないこともあります」
とデニースは確信をもって話しています。

14歳のリカルド・セレスティーニは，正しいこと
を選ぼうとするとき，周りの助けを借りることが
特に大切だと話しています。「自分独りでは大変
だと感じることが時 あ々ります。そんなときは家

族やほかの人の助けが必要です。」
そうした助けは，『若人の強さのために』から

も得られます。この小冊子は様 な々方法で青少
年を助けてくれます。野球チームに所属してい
る13歳のアンドリュー・ビショップは，日曜日の練

習や試合には行きません。
アリアンナも安息日の戒めを守るようにという勧告に従っ

ています。彼女は陸上をしていて，日曜日に試合で走らなくて
はならないことがよくありました。ついに，アリアンナは決め
なければならないと思いました。こう話しています。「祈りま
した。決断するのはつらかったのですが，試合には出ずに教
会に行くと決めました。」
ダビデとリカルドにとって助けとなっているのは，正直につ

いての勧告です。「学校では，カンニングをしたりほかの生徒
の宿題を写したりするような誘惑に遭います。でも，誘惑に勝
つことで，そういう人たちとは違った人間になることができま
す」とダビデは言います。また，正直について，「あまり大切で
ないと思われがちな原則の一つですが，正直こそ違いを生
み出すのです」と語りました。
リカルドは，スポーツをするときにも正直は大切だというこ

とを知っています。「フェアプレーをしていると，ごまかすこと
なくベストを尽くしているという気持ちになります。自分の成
績に満足することができます。」

遠くでも，近くでも
彼らが満足していないことが一つあります。それは，神殿に

参入できる回数です。イタリアには神殿がないため，ローマの
教会員は車に乗り，片道約9時間をかけてスイスのベルン神殿
まで旅をします。スイスまで行って死者のためのバプテスマを

「伝道活動が大切だと学びました。」

受ける機会は，そう頻繁
には訪れません。神殿は
遠くにありますが，参入した
ときに感じる特別な気持ち
を忘れないようにすることで，
彼らは神殿をいつも心に留め，
近くに感じています。
「神殿にいるととても落ち着き
ます。入る度に少しずつ成長しま
す」とサミは言います。
アンドリューはこう話します。「神

殿で御
み

霊
たま

をとても強く感じられるの
が何よりも好きです。先祖がわたしたちの助けに感謝してく
れていることを知っています。わたしたちは先祖に贈り物を
しているのです。」
ダリラもうなずきます。「わたしたちが先祖のために行

おこな

って
いることが受け入れられていると感じ，とてもうれしいです。
すばらしい経験です。」
アリアンナは全員の言葉をまとめて言いました。「みんな
が言っていることはすべてほんとうです。神殿は地上にある
神聖な場所です。スイスであろうとスペインであろうと問題で
はありません。御霊はどこでも同じですし，参入する度にわ
たしたちは成長できます。」
今日のローマでは，古代の建物や階段，アーチの跡をあち
こちで見ることができます。これらはかつて栄華を極めた都
市の一部で，より強い勢力により破壊されてしまいました。一
方，ローマの青少年たちは，福音，聖文，家族，標準，神殿と
いう要素を人生に取り入れ，この世の悪い影響力に立ち向か
うための強い証

あかし

をはぐくんでいます。
サミはそのような強さを得るための方法を提案してくれま

した。「あきらめずに，前進しましょう。」■

「主はわたしたちに輝くようにとおっしゃっています。」
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夫とともにアジア地域で奉仕していたと
き，わたしたちはよく，香港の自宅に
ほど近い湾

ワン

仔
チャイ

峡
シア

の小道へウォーキン
グに出かけました。急な坂になっていて，登る
のはきつく，特に蒸し暑い夏の日は大変でした。
ある土曜日，自分はこのウォーキングを楽し
んでいないということに気がつきました。運動
というより罰を受けているように感じられたの
です。うつむいて，ずっと舗道を見ながら歩い
ていたわたしは，頂上には絶対にたどり着け

ないような気になっていました。
その日，わたしは興味深い発見をしました。
うつむいていたとき，わたしの視界は細くて長
い舗道に限られていました。重い足取りの先
に見えるのは舗道ばかりです。しかし顔を上げ
ると，目の前には見事な景色が広がっていまし
た。目に入って来たのは，鮮やかな黄色い花
をつけた木 ，々美しいメロディーを奏でながら
飛ぶ鳥たち，色鮮やかな扇をゆったりとしたリ
ズムで広げ，日々の練習にいそしむ太極拳の門
弟たちです。間もなく目的地の司

シ

徒
トゥ

拔
バ

道
タオ

に着き
ました。そこから先は，輝く青空と白い綿雲が
広がっていました。

主に目を向けるなら，
主は，
この世のものしか
映っていなかった
わたしの限られた視野
を広げ，
永遠を見渡せるように
してくださいます。

モ ル モ ン 書

か ら の 教 訓

主に目を向ける
中央若い女性会長会第一顧問

メ ア リ ー・ N ・ク ッ ク



主に目を向ける
うつむいたまま，狭い視野で自分の状況を見ていると，主
が用意してくださっている多くの機会を見過ごしてしまうかも
しれません。わたしたちは，状況のせいにして狭い視野にと
どまりますか。それとも，視野を広げることがおできになる
主に目を向けるでしょうか。
健康の問題，愛する人との別れ，事故，離婚，財政の危機

など，難題はだれの人生にも訪れます。わたしたちは皆，予
期せぬ困難に遭遇します。前向きに対処するのは並たいてい
のことではありません。
『若人の強さのために』の中で，大管長会は次のように約
束しています。「主は自分の力だけで築く以上の人生をあな
たにもたらしてくださるでしょう。主はあなたの機会を増し，
視野を広げ，あなたを強くしてくださいます。また試練や問題
に取り組むために必要な助けを与えてくださるでしょう。」1

この原則を理解していたモーサヤの息子たちは，困難な

状況に直面したとき，主に目を向けました。アルマ書にはこ
う書いてあります。
「彼らは多くの苦難に遭い，……多くの霊的な労苦など，肉
体的にも精神的にもひどく苦しんだ。
そして，彼らは荒れ野の中を幾日も旅をした。また彼らは，
主が御

み

霊
たま

の一部を授けて自分たちに伴わせてくださり，また
とどめてくださることを願って，大いに断食し，大いに祈った。
それは，彼らが神の手に使われる者となり，できれば自分た
ちの同

はら

胞
から

であるレーマン人に真理を知らせ，彼らの先祖の正
しくない言い伝えが不純であることを知らせるためであっ
た。」（アルマ17：5，9）
モーサヤの息子たちは，苦難ばかりに目を向けるより，神
の御手に使われる者となって，ほかの人々を支え祝福する方
法を探していました。主は，彼らの断食，祈り，信仰，働きに
こたえ，困難な状況下で必要な助けを与えられました。

37／ 2 0 0 8 年 9 月 号
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勇気をもって
ソルトレーク神殿で夫と結び固められたとき，わたしは37歳

でした。独身時代には，こうした状況になければ直面しな
かったであろう多くの課題と向き合いました。わたしはずっ
と，25歳までには結婚し，出産したいと考えていました。し
かし気がついてみると，計画とは随分異なる状況にいました。
舗道に視線を落とし，自分と，そして置かれている状況に
ばかり目を向けていたことが何度もありました。視野が狭く
なっていました。人生はつらく，不公平に見えました。わた
しは落胆し，自信を失っていました。
人生の大きな転機となった出来事を忘れることはありません。

それは，モーサヤの息子たちのように，主に目を向けたときに起
こりました。わたしはずっと活発に教会に集っていました。また
「真理の知識」（1テモテ2：4。2テモテ3：7）も持っていました。
しかし，さらに高い望みを持つことにしたのです。それまで以上
に熱心に聖文を研究し，さらに祈り，御霊の導きを受けるにより
ふさわしく生活しようと決心しました。モーサヤの息子たちのよ
うに，「神の手に使われる者」になることを心から望みました。
「行って」新しい機会を探すには，「勇気を得〔る必要があ
りました〕」（アルマ17：12）。職業面での目標を定め，さらに
良い条件で仕事に就けるよう大学院に進みました。また，独
身者だけのワードから，いろいろな世代の人が集う一般の
ワードに移ることに決めました。皆と打ち解け，ファミリーピク
ニックや夕食会に参加し，成人のためのプログラムに出席し
ました。ワード聖歌隊にも加わりました。ビショップとも知り
合いになりました。賢明で思いやりのある人で，わたしの人
生で祝福となる召しを与えてくれました。

家庭訪問や扶助協会の活動を通してたくさんの女性と友達
になり，ワードのいろいろな家族の活動によく参加させてもら
いました。受け入れてくれるまで待つことはせず，受け入れら
れる機会を探すことにしました。彼らの子供たちの面倒を見
ると自分から申し出たり，彼らを食事に招待したりしました。
子供たちが自分の子供のように感じられました。
また，愛し，愛されるのに最適な場所は自分の家族にある
ということも分かりました。弟には子供が3人おり，わたしは
彼らの生活や学業，活動などに関心を持つようになりました。
自分に対する自信が増していきました。人のために行動し

ていたからです。主に目を向けると，人生がさらに興味深く，
充実したものになることに気づきました。湾仔峡を登りなが
ら顔を上げたとき，木，花，鳥，人々を見ることができたのと
同じように，主に目を向けたおかげで，人生の新たな機会が
見えるようになりました。
いつも主に目を向けるなら，この世のものしか映っていな

かったわたしの限られた視野を主が広げ，永遠を見渡せるよ
うにしてくださるということを知りました。祈りの答えを通して，
主がわたしを知り，愛し，わたしとわたしの状況を理解してくだ
さっていることが分かるようになりました。これを知ったおか
げでわたしは，主に目を向けながら機会を求めるとき，そして
「〔自分が〕どのような環境の下に置かれていても，正義と幸福
を選ぶ」2ときに，主が引き続き，将来の試練や難題を乗り越
えられるよう助けてくださるという信仰を得たのです。■

注
1 『若人の強さのために』42
2 『若人の強さのために』5
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受け入れてくれるまで待つことはせず，
受け入れられる機会を探すことにしました。



「彼女は持って後1日でしょ
う。助かったとして
も目から下は

まひします。回復の
見込みはないで
しょう。」2004年
3 月，医師から
わたしの家族に
伝えられた宣告
は絶望的な
ものでした。

わたしは30歳の若さで脳卒中に倒れ，話すことも，動くことも
できなくなりました。それでも，暗く孤独な時の中で，以前果
たしていた初等協会の音楽指導者としての召しが，わたしに
希望を与えてくれたのです。
わたしは昔から音楽を愛し，賛美歌の歌詞に力づけられ

てきました。それでも，脳卒中を起こす前，ワードの初等協会
音楽指導者に召されたときは，とても不安でした。
どうすれば子供たちの生活に良い影響を及ぼすこと

ができるだろうかと考えました。

39／ 2 0 0 8 年 9 月 号

祝福を与えてくれた
初等協会の歌

ジ ェ ニ フ ァ ー・ A ・リ ン

音楽指導者の召しから益を得ることができる
とは思っていませんでした。
しかし実際は，あらゆる面で
益をもたらしてくれたのです。
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自分の受けた音楽教育から，わたしは，教える
ときは目標を設定するということを学んでいま
した。ですから，子供たちが歌いながら御

み

霊
たま

を感じられるように努めることを目標にしまし
た。「ぼくはむかし」1といった歌を一緒に歌い
ながら教室で強く聖霊を感じたこと，そして子
供たちが歌詞について，内容のある，思慮深い
質問をしたことにとても驚きました。
アメリカ手話を使った歌の練習は，わたしの
お気に入りの教授法でした。手話がどのように
歌詞を表しているかを話し合うとき，子供たち
は歌をもっとよく理解できること
が分かりました。「イエス様
のように」2を歌いながら，
子供たちが手話で歌詞を

表すのを見るのはすばらしい経験でした。歌
の伝えるメッセージが真実であると感じ，この
教授法を用いることで子供たちは御霊を感じ
てくれているとしばしば思いました。自分の証

あかし

が強くなるのが分かり，主から祝福されている
と心から感じました。
音楽指導者として受けた祝福は，初等協会の
教室だけにとどまりませんでした。召しを受け
てから，日曜日に教えられるよう，家でも練習
する必要が生じたのです。結果として，我が家
の子供たちも初等協会の歌がもっと好きにな
りました。歌の歌詞は，傷ついている子供たち

への慰めとなったり，毎晩の子守唄となっ
たりして，平安とやすらぎをもたらして
くれました。車に乗ると，子供たちは

倒れる前まで，
ほんとうに
たくさんの

初等協会の歌を
歌っていました。
そして試練が
やって来たとき，
それらの歌がわたしの
支えになってくれている

ことが分かった
のです。



いつも『子供の歌集』のCD 3を聴きたいと言いました。たとえ，
ほんの少し先の所に行くときもです。その結果，子供たちはた
くさんの歌を覚えるようになりました。
それでも，脳卒中を起こすまでは，初等協会

の音楽が人生にどれほど大きな影響を及ぼして
いるかに気づくことはありませんでした。倒れ
る前まで，ほんとうにたくさんの初等協会の歌
を歌っていました。そして試練が来たとき，それ
らの歌がわたしの支えになってくれていること
が分かったのです。絶望の淵

ふち

で，わたしは祈り，
そして心の中で「子供のいのり」4を歌ったもの
です。1番の歌詞にある「お父様，子供たちの
祈りを聞いてくださるの」と尋ねる子供のように
叫び求めると，憐

あわ

れみ深い主は，2番の歌詞にあ
るように，わたしが独りではないこと，主が確かに
そばにいてくださるということを教え，安心させ
てくださったのです。どれほど大きな力を受け，
自信を取り戻すことができたことでしょう！
闘病中，主人と子供たちは病室まで来てくれ，

一緒に家庭の夕べを開き，度 「々愛の言葉」5を
歌いました。それは，わたしが初等協会で教えた最後の歌で
した。わたしが教えたこの歌を，子供たちが歌っているのを
聴き，すばらしい気持ちになりました。子供たちの歌声を聴き
ながら，歌に登場する，ひざまずいて祈る母親〔訳注――英語
には，母親がひざまずいて祈るという歌詞がある〕を自分と重
ねました（自分もひざまずくことができれば，とどれほど願った
ことでしょう）。歌の中の母親と同じように，わたしも天の御父
に嘆願していました。彼女と同じように，家庭に与えられた神
権の権能に感謝していました。この気持ちを声にして家族に
伝えることはできませんでしたが，初等協会の歌がその代役
を務めてくれたのです。

倒れてから4年ほど過ぎたころ，わたしは医師が思ったより
はるかに多くの機能を取り戻していました。右腕が少し動くよ
うになったおかげで，パソコンで文字を入力し，電動車いすを

操作できるようになりました。初等協会の召しを
受けていたとき，初めてアメリカ手話を学びまし
たが，この手話を基にした方法でコミュニケー
ションを取れるようになりました。おかげで，今
でも子供たちと一緒に初等協会の歌を「歌い」，
家族や友人に気持ちを伝えることができます。
倒れる以前から，わたしは自分の子供のバプ

テスマ会で歌うつもりでいました。2005年8月，
いちばん上のザックがバプテスマを受けました。
わたしは，ピアノのいすに座れるよう主人に支え
てもらいながら，「にじが好きです」6を右手で何
とか弾くことができました。音楽を通じて，また
息子のザックが理解できる方法で，わたしがバ
プテスマをどれほど大切に思っているかを伝え
ることができ，ほんとうにうれしかったです。
初等協会の音楽指導者になったばかりのこ

ろ，その召しから何か益を受けることになるとは
思っていませんでした。しかし，実際は大変な益を受けたの
です！初等協会の歌のおかげで，福音の原則をさらによく理解
し，証を強めることができました。家族と意思の疎通を図り，
根気強く耐える力を頂くことができました。初等協会の歌の歌
詞とメロディーは簡単なものかもしれませんが，1曲1曲には，
確かに大切なメッセージと力が込められているのです。
わたしたちは，なぜ主が自分にこの割り当てを与えられた
のか理解できないときもあります。それでも，主を信頼し，主
を信じ，主から与えられる促しに信仰を持たなくてはなりませ
ん。倒れる前，初等協会音楽指導者であったことにとても感
謝しています！ 今は歌えなくとも，それらの歌がわたしの持つ
福音への思いを人々に伝えてくれています。自分の子供たちが
初等協会の歌を歌うのを聴く度に，子供たちが証を強め，わ
たしと一緒に主を愛し，主の福音を愛することができるという
ことを知っています。■

注
1．「ぼくはむかし」『リアホナ』1999年4月号，F5
2．『子供の歌集』40
3．アイテム番号 50177 300
4．『子供の歌集』6
5．『子供の歌集』102
6．『子供の歌集』53

初等協会の
歌の歌詞と
メロディーは

簡単なもの
かもしれませんが，
1曲1曲には，確かに
大切なメッセージと力が
込められているのです。

41／ 2 0 0 8 年 9 月 号



42

教会にあまり熱心に集っていない子供たちのことを，母は愛情を込め
て「わたしのかわいい子供たち」と呼び，欠かすことなく訪問していまし
た。子供たちが通りで遊んでいるのを見かけると母は車を止め，「元
気？ 日曜日に教会で会いましょうね」と陽気に呼びかけたものでした。
ほとんどの子が「分かったよ」と答えるものの，実際日曜日に出席するの
は母とわたしだけでした。
教会に姿を見せない子供たちに，わたしは時々不満を感じました。

「ママ，もうやめようよ。あの子たちは来たくないのよ。」
わたしがそう言うと，母は優しい
口調でこう答えるのでした。

今わたしはヤング
アダルトとして
教会に集っ

ていますが，これまで
ずっと，少女のころ
のある経験からとても
良い影響を受けてきました。
チリのレナイコという小さな町で
生まれ育ったわたしは，母親のル
ビーが初等協会の会長だったときの
ことを思い出すと温かい気持ちになりま
す。当時集っていた支部は小さく，初等協
会にはわたし一人しかいませんでした。ク
ラスの教師は母でした。日曜日の朝，教会に
行くと母はこう言うのです。「おはよう，ジェ
ニー。わたしがあなたの初等協会の先生よ。」
毎週この言葉を聞きました。開会のお祈りをし，
歌を歌い，続いて母がレッスンをしました。

自分の役割を果たすなら，
後は神様がしてくださるのよ
ジ ェ ニ ー・ピ デ リト・デ・ラ・マ サ



「受けた召しだから責任を持って果たすのよ。
根気よく続けなくちゃ。」
ある日，信じられないことが起こりました。カ
ルロスという少年が教会にやって来てこう言った
のです。「ルビー姉妹，ぼくは来るって言ったで
しょ。」生徒の数がとりあえず二人になったこと
で，母の顔は喜びで輝きました。その日以来，
カルロスがクラスに来る度に母はこう言いまし
た。「ほらね。根気よく続ける必要があるのよ。
そうすれば後は神様がしてくださるわ。」
ある日，カルロスはアレクシスという少年を
連れて来るようになりました。わたしたち3人
は一緒に遊ぶのが大好きになりました。友情
は今でも続いています。その日を境に，教会に
集う子供たちはどんどん増え始めました。
2年後に母は解任されましたが，そのころに

は35人の子供たちが毎週初等協会に出席して

子供たちが
遊んでいるのを
見かけると，

母は車を止め，
教会で会いましょう
と陽気に
呼びかけたものでした。

43／ 2 0 0 8 年 9 月 号

いました。子供たちへの母の愛が報われるの
を目

ま

の当たりにし，わたしの胸は躍りました。
母の解任から10年以上がたち，今ではこの教
会もずっと大きくなりました。それでも，35人も
の子供たちが教会に来るようになったというほ
どの成果を上げた人はだれもいません。
今はわたしが初等協会の会長をしています。
初等協会の幼い子供たちを心から愛して
います。子供たちから多くのことを学
んできました。このすばらしい召しと，
根気よく続けることについて教えてくれた
母の模範に心から感謝しています。天の
御父は生きておられます。母が語った
「自分の役割を果たすなら，後は神様
がしてくださるのよ」という言葉が真実
であることを知っています。■

絵
／
ナ
タ
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ラ
ン
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か。」「それともレーマンやレムエルのように，同じことを聞かさ
れながら，自ら真理を見いだそうとせず，その結果，次の世代
に伝えることができなくなってしまわないだろうか。」

どのように伝えるか
フアンは，物心つく前から父と一緒に農場で働いてきまし
た。「子供たちは幼いころから，わたしについて来てくれまし
た」と父親のホエルは話します。「最初は見て学び，それから
力と能力に応じて，できる範囲で実践しながら学んでいきま
した。」
マイラも同じようにトルティーヤの作り方を学びました。最

初のうちは母と姉たちが作るのを見ていましたが，お手伝い
のできる年齢になると，一緒にトルティーヤ作りに加わるよう
になりました。
しかし，世代から世代へと伝えるものは，畑の耕作や種ま
き，トルティーヤ作りだけではありません。マイラの母のカルメ
ラは，トルティーヤの生地を切り，形を整えながら，同時に娘
の人格を形作ってきました。また，オルドニェス兄弟は耕作
の準備をし，種を植え，畑を耕しながら，同じようにフアンの
心も育てていったのです。
家族で一緒に過ごすことで，子供たちは両親の働く姿だけ
ではなく，生き方も見ることができました。そして，両親はふ
さわしい機会が訪れると，仕事をしながら福音について話し
たのです。

モルモン書の最初の節を読んだことのある人は，グ
アテマラ・パチシアステーク，パチトルワードに集う
17歳のフアン・オルドニェスと15歳の妹のマイラに

ついて，すでに多少は知っていると言ってもいいでしょう。
フアンとマイラ，そして7人の兄と姉は「善い両親から生ま
れ」ました。両親は子供たちに，一家の仕事である農業やト
ルティーヤ作りなど，暮らしていくために必要な技能を伝える
とともに，先祖の言語であるカクチケル語も教えてくれました。
しかし，彼らがニーファイの家族に似ているところはそれだ
けではありません。フアンとマイラの両親は，「神の慈

いつく

しみと
奥義」（1ニーファイ1：1）を子供たちに伝えることが，この世
で生きていくための技術を伝えることと同じように大切であ
ることを知っているのです。
リーハイやサライアのように福音を伝えてくれる両親のいな

い10代の子供はたくさんいますが（47ページ「自分自身で福音
に従った生活をする」参照），福音を教えてくれる両親を持つフ
アンやマイラには次のような課題があります。「自分はニーファ
イのように学んでいるだろうか。」「福音の真理に耳を傾け，生
活に応用し，同じように後世に伝えていくことができるだろう

教会機関誌

ア ダ ム・ C ・オ ル ソ ン

与えられた霊的な知識をどのように扱いますか。

世 代 か ら



しかし，見るだけでは十分ではないときが
あります。実際に行

おこな

っても不十分なときさえあ
ります。モルモン書で最初に登場する家族は
リーハイの家族ですが，レーマンとレムエルは，
ニーファイが父から聞いたのと同じことを聞き，
ニーファイと一緒に出て行って，父から頼まれ
たことまで行いました。それでも，何か大切な
ものが欠けていました。それはフアンとマイラが
持っているもの，つまり学ぼうという望みです。

フアン（左下）と
マイラ（左）は，
両親から

（左ページ）
生きていくうえで
物質的に大切なこと
だけでなく，
霊的に大切なことも
学んでいます。
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どれほど熱心に求めてい
ますか？
フアンとマイラは，パ
チシアというカクチケ
ル族の住む地域に住
んでいます。グアテ
マラシティーから数
時間かかります。オ
ルドニェス家族の作

るトルティーヤを買うお客さん
や，畑の耕作を頼む人の多く
がスペイン語を話さないた
め，フアンとマイラにとってカクチケル語を学ぶ
のは大切です。
しかし，皆がそのように感じているわけでは
ありません。カクチケル語は学校の教科には
ありません。この言葉は世代を超え，何百年に
もわたって受け継がれてきましたが，どの世代
にも，カクチケル語を学びたくない人や，学ぶ
必要がないと考える人がたくさんいるのです。
知りたいという望みは大切ですが，それは言
葉を学ぶことだけに限りません。リーハイは，家
族の一人一人が，福音が真実であることを自分
自身で知ってほしいと望んでいましたが，家族
の全員がそう願ったわけではありませんでした
（1ニーファイ8：12，17－18参照）。ニーファイは

父親の言葉を聞き，父親から頼まれたことを
行っただけでなく，自分自身で知りたいという望
みを持っていました（1ニーファイ10：17参照）。
レーマンとレムエルは，父の言うとおりにはした
ものの，しぶしぶ従っていました（1ニーファイ
2：11－12参照）。二人は，「主はこんなことを

ルティーヤの作り方を教
えてくれただけでは
ありません。正し
い道，つまり神に
従うことを教えて
くれました。」■

我々に明らかにしてくださらな
い」と言い（1ニーファイ15：
8－9参照），自分で見いだす
ための努力を払うことには興
味を示しませんでした。

世代の鎖を断ち切らない
子供が大きくなるにつれ，

オルドニェス兄弟と姉妹は子
供たちが耳を傾けてくれるだ
ろうかと考えました。次のよ
うなことについてしばしば考

えていたのです。「子供たちは従順になってく
れるだろうか。」「ニーファイのように知りたいと
願ってくれるだろうか。」「福音を自分自身の子
供たちに伝えてくれるだろうか。」
その答えは，もうしばらく待たなければなら
ないかもしれません。しかし，オルドニェス夫
妻には希望を持つだけの理由があります。
年上の子供たちは福音の真理を伝え始めて

います。そして年下の子供たちも福音を伝える
ことの大切さに気づき始めています。「両親か
らのアドバイスを受け入れるのは難しいときも
あります。でも，両親の助けに感謝しています」
とフアンは話しています。
マイラはこう話します。「両親は，豆料理やト
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証
あかし

を得る
「証は遺伝し

〔ません〕。つま
り，生まれながら
にして証を持っ
ているというこ

とはないのです。同様に，証は世代
から世代へと自動的に受け継がれて
いくものではありません。……すば
らしい教師の模範がなければならな
いのです。」

十二使徒定員会　
ロバート・D・ヘイルズ長老
「信仰により教える」
『リアホナ』2003年9月号，15－16

自ら
学ばなければ，
フアンもマイラも

これらの大切なことを
自分の子供たちに
伝えることは
できません。



親から福音を伝えてもらえなかった場合，どうすればよ
いでしょうか。親がまだ福音を受け入れていなかった
り，福音に従って生活していなかったりする家庭もあ

るでしょう。家族の中で自分が最初の教会員であったり，ただ一
人の活発な会員として福音生活を送ったりしているとき，孤独を
感じるかもしれません。しかし，それはあなたが独りだというこ
とではないのです。
同じような状況にある人は教会の中にもいますし，聖文の中

にも見いだすことができます。父アルマは若かったころ，アビナ
ダイが教えた福音を受け入れた唯一の人物でした。真理を守ろ
うとしたため，町から追い出されました。しかし，アルマには福

音に生き，福音を教えるだけの勇気があったので，間もなくほか
の人々も信じるようになりました。アルマの子供たちは父親の
信仰によって祝福され，これが，何世代にもわたる信仰の家族を
築くきっかけとなりました。これらの人々の模範と指導は，教会
にとって大きな力となったのです。
福音に従いながら孤独を感じている人がいるなら，元気を出

してください。同じような状況にあった人が聖文の時代にいま
した。そしてあなたと同じような状況にいる人は，今も

たくさんいるのです。
2006年10月の総大会で，七十人の
ポール・B・パイパー長老はこのよ
うに述べました。「第一世代がこ

れほど教会員総数の大きな部分を占めるのは，恐らく教会初期
のころを除けば，ほかになかったのではないでしょうか。皆さん
の信仰と証

あかし

は，ほかの人々にとって大きな力であり，祝福です。
……
……第一世代の教会員として，皆さんは家族の中で大切な役割

を担ってい〔ます。〕イエス・キリストの真の弟子として，皆さんは
家族の模範です。彼らが教会員であろうとなかろうと，家庭で福
音を実践するとき，周りの人は皆さんを通して救い主の愛を感じ
ます。家族は，あなたが何か善いことをしているのは分かってい
ます。たとえ彼らがそれを理解できなくても，またそれを受け入
れるだけの信仰がなかったとしてもです。ですから，忍耐強く，

思いやり深くあってください。家族に仕える方法が分かるよう
毎日祈ってください。主は，家族に良い影響を与えられるよう皆
さんを助け，祝福してくださいます。常に正しく，義にかなった
人物であることによって，信仰と義の模範となることができます。
このような模範は皆さんの人生を形作りますが，さらに重要なの
は，それが家族や子孫の標準になるということです。」（「第一世代」
『リアホナ』2006年11月号，11－12参照）
ですから，あなたが1世の教会員であろうと5世の教会員であ

ろうと，自分の生き方次第で，幾世代にもわたる長い鎖の最初と
なることも，また鎖の一つとして次につないでいくこともできる
のです。鎖でつながった家族は，イエス・キリストの福音によって
祝福を受けていくでしょう。
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証
あかし

を得る
我が家に『リアホナ』があることに感

謝しています。疑問の多くは『リアホナ』
を読むことで答えが見つかります。デ
ビッド・A・ベドナー長老の「信仰に
よって学ぶ望みを持つ」（2007年9月号）
という記事はとても役に立ちました。
読んでいると御

み

霊
たま

を感じ，答えを受け
ました。モルモン書に対する証を得る
には，モルモン書について証をしなけ
ればならないということ，そうするなら，
この書物が真実であると分かるよう，
御霊が助けてくれることを知りました。
フィリピン，ゲネス・L・ナロナー

すべての人への3つのメッセージ
教会機関誌『リアホナ』に対し，日に

日に感謝の念を強めています。わたし
の人生で大事な役割を果たしてくれて
います。正しい選択ができるよう『リア
ホナ』に助けられたことは数え切れま
せん。2007年4月号に掲載された「ヤ
ングアダルトへの3つのメッセージ」の
中で，アール・C・ティンギー長老は若
人に活発に教会に集うように勧めてい
ます。今賢明な選択をすることで，将
来のために備えるようにと助言しまし
た。そうすれば困難な状況がやって来
ても，どうしたらよいか分からずにうろ
たえるようなことなく，状況に対処する
備えができるのです。この記事は教会

のヤングアダルトに向けて書かれたも
のです。わたしは55歳ですが，読んだ
ときに，これはわたしのためにも書か
れたのだと分かりました。
ウクライナ，オルガ・フリプコ

あの雑誌はいかがでしたか？
わたしの夫は，以前，毎月『リアホナ』

をペルー全土に届ける仕事をしていま
した。配達の際，守衛所に勤務する教
会員ではない人 と々出会います。「そ
のトラックで何を配達しているんです
か？」と聞かれると，主人は「『リアホナ』
という，末日聖徒イエス・キリスト教会
の機関誌です」と穏やかに答えていた
そうです。
守衛の人たちは，好奇心から，それ
が何だかよく知りたがりました。そこで
主人は，そのような人にプレゼントでき
るよう，いつも『リアホナ』を数冊多め
に運んでいました。決まったルートで
いつも配達していたので，同じ場所に
戻って来ると，「あの雑誌はいかがで
したか？」と聞きます。そして読んだと
言う人には，宣教師が訪問して教会に
ついて教えることができるよう，その人
の名前を尋ねていました。
何年もたったある日，神殿から帰ろ
うとしていると，驚いたことに，主人は
見覚えのある守衛所の人に会いまし
た。その人はバプテスマを受け，愛す
る家族と永遠に結ばれるための準備
をしているところでした。
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とても興味深い記事を書いてくださ
る，愛する兄弟姉妹の皆さんに感謝し
ます。『リアホナ』はわたしたち皆が進
歩できるよう助けてくれます。読みな
がら，記事の一つ一つに心を動かされ
ています。
ペルー，アナ・メサ・デ・エウロヒオ

悔い改めの大切さ
わたしは扶助協会で第4週目を担当

する教師です。2007年5月号の『リア
ホナ』にある，ラッセル・M・ネルソン
長老の「悔い改めと改心」という説教
を基にレッスンをしたことがあります。
準備をしているとき，悔い改めの大切
さを学び，実感しました。
いつも『リアホナ』を心待ちにしてい
ます。『リアホナ』を通して多くのことを
学び，感じることができます。
日本，匿名

『リアホナ』はわたしたちの導き手
34年以上も読んでいます。世界中の

兄弟姉妹について，また彼らが福音に
忠実に生きる姿について読むとよく涙
があふれます。『リアホナ』の記事はど
れも大好きですが，ジェフリー・R・ホ
ランド長老の「同性に引かれる問題に
苦しむ人々を助ける」（2007年10月号）
という記事に特に感謝しています。聖
文とともに，『リアホナ』はわたしの家
族を導いてくれます。
匿　名
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お便りをお寄せください。
電子メールの場合――
liahona@ldschurch.org

郵送の場合――
Liahona, Comment
50 E. North Temple St., Rm. 2420
Salt Lake City, UT 84150-3220, USA

頂いたお便りは，一部を割愛したり平明な文に手直ししたり
することがありますので，あらかじめご了承ください。



「幼い子供」ジェイ・ブライアント・ワード画

紀元34年，バウンティフルの地に集まった人 を々訪れられたイエス・キリストは，
「幼い子供たちを一人一人抱いて祝福し，彼らのために御父に祈られた。

そして，イエスはこれを終えると，また涙を流された。
また，イエスは群衆に語って，『あなたがたの幼い子供たちを見なさい』と言われた。」

（3ニーファイ17：21－23）
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